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ユーカリ の 勇川 化ﾡ性

ユーカリ の資だ生

教ﾡ者ユーカリを高くシﾡするのは その応性にある, の 

適売性は 多くの 復類が有 レ そのユーカリが自生する場 と は 異 

った琴ﾡ 条件 のすてれよく成育するしのだ。 1
茨際に当って、 この 通祀 性は二っの主撃な型 となってあ ら われて 

くる. その-っ は非帝に 多くの ﾡﾡが育きき易て るという=とだ. 

さ ほど西難なく 移ﾡて きるレ. 4苦状も多い.地中 海世 候 のと= 

ろや受費常 気候 の製合に ﾡ爆 レたところでも 他。 休求ﾡ種 の ﾡ付 

が急険な時期 でい 移ﾡで a 2 ・ 栽の は じ め に 注寒深く 知行する a 
らば その後のﾡ長は急 で あ ろ . 付場所 の 生理的 因子が その 

ﾡ類の 自生地の それと明台に異る場合でもそうなのだ。 tう - っの 

ことは、一歳 表林ﾡﾡが成 したらそ ○位類は風土 に列化す a』 

ラになリ かれらの包生地とﾡ った環境に おいてすらも 右生地と 

同旅の液長石、 しは"しば自生地よりもすくれた成長にする。- 

。 適ﾡ性は 救培 者にとってけになる。それは 福付場 と同筒の旬 

生地張ﾡに 肉する研米務を筒学にする し○だ. 気ﾡ的ﾡ塊や生や 

約環ﾡを形く る請因子に対レて こ○盗定性は通用 される。一微に 

使用されるユーカリ のﾡ類は認知の 環境西子に対オレ てそれらのﾡ 

摂の既知の 友定 を各々あら わす tのだ. これらの請因子の牛で 土 

ﾡの 深 さ . 憶生芝合 、 ﾡ 低混 琴ﾡ的なﾡ燥 は聖地帝 気候 ヤ 

地中海性気候の下で、 ユーカリ 林失 敗の來因となるこ とがある, 

不 ﾡな ことに 石次に声する ユー カリの 好は 表だ にﾡ類別 に 明確 

ではない。 オース トラリアでは • マリ (オース トラリア産ニーカリ) 

北帯 o 外ﾡ に石次に宮む 未林土べわ ずか に存在 し. その上にユー 

ャ レ ペボボレ そ いるが このこ とから オー ス トラ リアゥ 林 供 

今し 4る 楽+ は示会で ある, = tは ニーカ ッ 敬指吉べ彼。認ポ 

ミ有利にそ○上に合で さ る点 o-ってみる。

植生続合に肉しては マべ、? の■度か ら 見.て ユー カリ は、発生し得
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るﾡ合に耐えられらことへキ→ておリ 多くo合 ﾡ付可新へ

ちに ッ、よ ； ：ヌ 铳 ラ^ニーカリ対音こ ボ 野 す2二こで さ れは 

十今とこ+る ひとたび世荐頂 旺蓝京成,反 W 虚成 すれば. そく 

はユーカ 日 o ダブ に リ 衣学っﾡ生こ確式に するも ○だ. 

し?レ い一もそ で こ=らない,を地さ見るとユーカソ は 

降休地市ら孫小ゝcいる. そこは ユーカ りはよソもﾡ力で 

& 劣 な时理 ハら購攻さ tていそのだ. ；x 支的 な確正 が4 ら た お け 

では ないのだるーカリ。 書 想 まﾡ 汚 地 ﾡ o 裱 に候入 す a 
ことが出末るし 1=。次繁の結采こして. 去大な地域さーカリ 

がちめるこ と 九時ﾡ 】 ナられる。 しか しながら 祖法 的 cあ リ ホ 

あ リに t しばレ はで テ る ﾡ試な 〒 べ 人向により行わ れな いとす 

るaらば ニーカ リは ﾡ 同人地 清 に は 役入しい こ とが 立証 さ れて 

い る 林地帯 とユーカリ ・ それは終帯林茶家に大さなサービス 

さ能:する し○だ.ゝ○向 様ﾡか ら引されねはさ ら ぬ控除 

祈今 たしかに#在する。 特にE・アルバﾡをもフインドネシア 

のtく ※な 書短 のﾡﾡが偵雨さ小れる場 「ではそうである.

ーガリ の 耐 無性

メこ に . 主と して地十な右洋や型紫帯"林ぶﾡがユーカソ さ植 

裁計画 に欣用 しておリ. 在さで"こころ 冬地○林業表は. ユ 

ーカリよリ も更に値のある ﾡ控 に期ﾡレている。 その 甘症 はユー 

カリ よリれそ。 地あ 内 ネ件 に 己 く 迫記 し. ゴーカリよりも 盗ﾡな 木 

枚さ生ﾡすることがでさるものてある。 その結求ヒして. ユーカリ 

自 生地の 介部では ユーカリ。 耐専性に 商して 非常に 不十今なﾡ録 

し か 存在 しない。ヨ-ロッバに専入されたユーカリ の小糸 と や式 

立木に肉す ◇ﾡ宛は この 向ﾡのダ多の解へ上に光を桜げかけて 

求た. その主な苦は徳子のﾡ地が不明なことにあリ 注ﾡ深い 

均ﾡ に さ 1.た試ﾡバべ他院 3 れ 1sボ ならめヒ フ・マルタ ンに ﾡ熱し 

てい る。 このためﾡ在の と ころユーカ リ の耐ﾡ性こ云々する ことは 

でさないが 低温地域で の 風土馴化 可 能 につさ 示を あたえられ



よう。 これに役立っ資ﾡる筒易化して フ ・マルタンはﾡ寒の強 

いL のから順々にユーカ ソ のセ類 と分類している。しこれは. あ 

くまで-たの目字である 二 て4名 Eすべ き乙ある

ユーカリ ー耐懿性

広ﾡの wﾡ性 は 各ﾡの ユーカリにﾡして ﾡ表例て い かな 

り歼 交さ てい っ こ②事ﾡのヤて新らたに された国ﾡ的炎同作文 

:宇ﾡ地域や翌素帯 み林ボ2よ り せ家する ために必須の= こ であ 

り か、る地域で杯問つれ◇ﾡﾡ②多くにっさ ﾡﾡ性の並似例板 

列セっくることは可能てろろ. すてに多く。ﾡ祭べ かれらの台生 

元 o 気保 とった 気候 2持っ場に 確" けシ乙いる。 専内な論 

メ ・ 各 度花栽地か ら得らた主撃な結浜と同株に ・ コーカ り 自生地 

S 認知②性ﾡ2 も示して いろ. 調査記録の 示す とこ ろによれば. 

1时,冬性 D 向足を烈 としz. ﾡ々のユーカリ 2示地②や沙渋地帯 に 

・ニ させるこヒはﾡられていろという ことである、 この 正確な ユ - 

カ J 写入過程 に→ いて の記録は 不十分で あって 多くのユーカリの 

書類が 高昼多湿○熟ﾡ地方て失攻している。 しかし ﾡ々のユー 

カ リ べ越えら れでいﾡﾡ限界に 肉する正枚引I用はも細で豊協てある-

ユーカ ソがオースト ラソ アで台生レている場の 気候 4 (7 問 * 

によリ ユーカソは次のく分類できる、

し型 年向を通じ一ﾡに用べ降ろ気候区に台生すみもの

S型 及にひとく 燥 し 冬)こ 雨 の あ る 地区 に 自生 す ◇もの・ 

地中ﾡ型 .

w型 冬にﾡ強く . 長に用のある地区に各生するしの。<、 

軟帯製 .

ニ ハら次の仙条 が 得られる .

し型にﾡすみユーカリは. *冬○軽 妖 当 ミも地 帯 に W化 す 

. こと が で さゃ。 こっ型にﾡするうﾡ類はﾡし 多く使用 て い 

も oだがヌ に 然 燥 する 気候区 に 単化す る控想は 冬 に す 

る 気 候 区 に ﾡ化す るしのの数と 大体ひ ン しいとがﾡめられてい

--に-

る. UW型穂類の 表で、各ﾡは等 の花的台対分布の 順に した

かって上から下へと並られている. 表っ下にゆく に従ってその 

らか布は同ﾡからホﾡに並くのだ. さら 正確さ基準には

ら方いべ 二の型み空類は二のヘルーにわけられる。 一っ

ﾡ浜 た件-比表 に不連 さ t。 ○-つは桜く ﾡ塚条

キ = 直さ する toである。 u5型型類。ま1戸じ示理で作がされ 

る. それは赤林ぶへﾡ類てえらぶとさに役→北の とおもわれる。

二 S型(地中海型ゝにﾡするユーカリは、 ﾡべFじくﾡ期となリ

、. 泣ハ同でさに場べ長い地、=馴化適た性を示す . これ

' ○値類にSS型ﾡ想へ衣にのせてある . 並べ方 の 順方 は前述の

通リ,

5型にﾡする送ﾡば. 一に降雨がﾡリ 冬にﾡ大のﾡﾡが京 

る気候区、ホは 一様な降雨べるが 冬に隣雨長大とさうこと

はい気ぼに専化せしぬられ得る- これは. SU型ﾡ類"表に 

示されている。

ヶ ○W型ﾡ類" は 存在 しない.

れに及し 冬に乾爆のﾡい地域に目生する多くのﾡ類は、 頁 

の乾べ さ び レ い地域 に t 野i化す る。 これさwS型とする.

と 最桜にWw型べある。 いくかの植栽で得られた結采から判

明レた事が、 w型知候でに官生するﾡ想は、 同じく冬期乾燥翌 

た が 乎 均 気温 が それよ り も高い 地 に W化適ア す で.

各 ﾡ oユーガリ が乾塚 に 対 する方ﾡて要約レた図表さ示さう。天 

可Tのう向にﾡ応し 得る。こ の適性はﾡして一之ﾡであ り、 非常 に 

締 に 逆の う 向J に 適 性をあらわすこともある。この 性質 は ユーカ 

り ﾡ 外 の 林業樹ﾡ に フいて多くの 林ﾡ 家のﾡめる ところであるが.

この現象は 説明す るのに困 差で あ る。ﾡ及 の化でなく標高 が 交化 

して気湿・湿ﾡ ・ 降雨ﾡが異っ乙 く る場合に も 前述 の 現象は起る 

ものであ リ 紫 や 赤 道直下 の標高 / $20 ル～ア・ ○ccw o 地点で 異 

った土地に 自生 する ユー カリ、 例えばカマルドレン シス確やタ ロス 

ルスﾡがﾡ化 し得る こ とがﾡめ られている。 但しこの 場合は亜熟帯
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*ﾡ浮地域に肉する よ リ も工確な情報にそ しい。さて終リにュー 

7リ ②た性の祝撃を示すスラフ にっ さ菱明す。、い ろ、ろェ- 

の线ボ • 久れらが 野化遠た するﾡ田をあらわす. 左仙に ﾡっ 之除が 

列る地この中そ○資応 右例は +りGい干ﾡユさしっ地こっキ 

a の 宣起 さ見せている。

二 れ はﾡ 略の 案 内 に す ざ な い が林ボ人=と-て 産 g 択 - H 
とせはめるの に役立 っしのとおもわる
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エーブ リ 適性諸表

研 寒 性生 お上 び

耐乾性 に→〔、て

る武注 1 円 イ法 ﾡ

j ビ 、、、こcu.こ 
ベレニコー ザ

>1

E <一_CぐCe ン
ヒコロー し

'

三 こしいcこcCえ
三 ハ、フイラ

こ こは ンャ □ ットムで ーニ23 C 
こ可えた。E :cとェバc

グンニイ
テにここった土てはいろいろな i

W• ミ示す 1

, こ こ -°c ニ ・ Cecc cイごとと 
ゴ シクニラ

よ く 昨木 さ こた土ごは . この性 ; 
穴は日立ってこ立することがない |

- ° C E . じcいしとoucLしcズa 
サナー・ブレニュラー ジ

コシフェラﾡより1 成次 迅区 ;

E. だ 2九 ってこーとこ 
クヂョ ンストニイ

コッホアワンでIは -22°C に 
えたE ここ 

シル ニ ヂェ ラ

一/2・ C 仁、 バuえ(しc'oと 
バウ ジブd フ

イギリスではオーストラリアまりも !
耐 ミ 性 お ちる. 1E aCcじesc ノとざ 

プ ピかテニ シス
エ シャ -山で 一$°C耐 
え 三

ヒ・ ノンイーu.cしc
L ビ ・ i•E . pそeじCuCそ 
ステルラー

・•

E ・ ヲ 子 子 c.そえ 
ご’ と. し ・ ー ■-- -- - -1 E . Ce-とcCaて 
コル ターメE ・ cCcじxッメどu. 
ダリン"° レアーナ ■1

E. d2t
オ パ ー ダ 1

: ブ .ヒ・ 2*てとイ とc2とc i
ウィミーリス

i
I ・i E ・ ク丸ハ 2 こんxと こく

マ ナ L く リ
1

.• 、っ一ご二 2._.4... こン...ょ 、 r--.-_ズ...
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: スFるほっ近戻 確 類1 梱 考

- o°c 
t_

E ・ Puと てしょこぞと 
フルへ ーレンク

ニュー ・ブへ ェールス oっ 日 生こよ
レイギ ソスて 0 方久 よリ象y に 海を•必E. e66c2xca 

オブリプカE. ンとイeそれ 
コバ - ト ソニイE. 役ceそata
ビコス ーシE ・ ucCCocじotx 
メリオ ド ラE. 2Coんz0ン
・ラ ケリイ

・ E と&レイァンルン
レデニフェラ

-4°c E . みCeイw&..
グ コ スルズE ・ とと夕
・ナ ンスE ・

べ リニアナE ・ eCo&c んo2a 
エ ロ ホーラE ・ ビっ e d 
リネアリスE. クク死タタルシ”" の 
アミ火 クリ ナE ・ CaraCcLCgu4cd 
マルドレンシス

E ・ dそビ み
サ リ ク ナ

1 -- -1 、1 - E ・ ル4c◇フuし 
リスドニイE ・ 不dwcuイCx 
グスマニク

戸 ・ -C&イeocxc
______ン ベ リアー ナ

河え さ 技 •さ C 近 •！ < ﾡ

三 ・ つこイt tィとこ と 
レ ー マ=イ

こ ・ d←Cことc ・イい う
シ戸ロキジロン

* ・ ■* *金を 〜〜〜 一 «を..〜〜を ・ ー・ ・ ・ ・基を～を* 〜
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E し 空 ﾡ ミー

--ガリ 合程類の乾に対すろ

割 化適応 兰

SU型ﾡの適応 桂

S8型 ・

US型 ・

UW型 っ

WS型 ・

WW型 ・ ,

乾燥 に対すす る 武応 生 の 方 何 

主受ユーカリ各 ﾡ の "化辛た性

S U全 5 ・ 三、- -「土し し三- ご に 則Iにとた す ぐ -

ち したっ・いやH-ザこ入-大でﾡいおる品市

- 直定 すさお シ →ごキシコー カ ルド しン シ スの社は5 

型気ﾡこに行土する 1いこはない

こ代9さ 牛 小 適 で 生 あ ソ

E o0ム...ここ イ 
ラ し ・ シ、 ン シェ

三 . gCo(-tcktcd
"ク ロス ルス

三 ・ いびととaCu 
メ*ミナス

E. 〜かての_
ート、-- ツ

三 . こ G . しそeさ
テハルシコロルE . とこ 2X 1 十 ト フ

ヒ CeccCひにtC〜こ 
ルコキシロン

E . ワイ*,しなC&A f <
"コ シホセファラ

E cCcuCcco(ッ～
グラドク リ "ス

□ ・ cそuンoそその 
シデ □キ シロン

三 ○c,ccCcLuCc?ttd
クマルド レン シス



しS 項

52型ﾡは 3空気笈 3 に
-さなし い気候区に適応する し

台生し. 羽のジヶ巨生リ ひ天

のである。 この表では 台生地で

こ生の よい乏ﾡを下に 、 x)いﾡ延と上において 充 る。

• -土し 、

しゝし い共 0 きニけ

伝 ビ に !こ こ 土 こ 

ﾡ に ﾡえ る .

at: 生 F リ

比に萩的ﾡ性小 近 こ 生 5 ノ

E. のnt9cスシw〜 
アミ"・ ダリナ

三. ・ガのしてcCしとC

ホ f ストアナ

三, c02cgw在cvutd 
テ レプ テンンス

ニ・ /uターンのd 
レ・ナンス

E. 287u06CcっC 
ニニオカリズ

E.
オブ

・イイン 
りッカ

E , びンとァルンuQ火4 
ウイミナ /ス

E.2Csfzutu
"メロ ズルス

こ ホルオ、
オ バ、ー ク

F- ・ し <ぴとイcヒ ～乙 
テヘル ンコル

E. Cビo_cCc-caピッ.C
/ ヲドィッス

E ・ ブ乙パ レイ/uCe一u
ヘミフコイア

こ. ズ.ご.,_む/u
-リ ア ン ナ

三. び なそ/ c<cCc: 
ボ トオイ デス

三 ・ uとCズaそ 
フ・ンダーメ

三 23-イccrそっ
コススメ

ニ ・ wCビンノc 
ナ ノ " ナ

E & cC C ルセし
マグ ラー

E ・ シとLッC<d
ア シ ン テス

E. cc9c(-しa 
シトソオトラ

こ ・ /2CcLcct いと e6aなx 
レ " ンク 、

E. 上e_coxCot 
ルコキ プロ ン

E.みc&じじcdeuこ 
メ リオ トフラ

E. ウどCzoCユ:/c
ミクに ブ レ'パ

E. pcucuotyに 
シテ ロ キシロー

E ・ oシ ゥCヒp CCa
コ" シ ホ、セファ ラ□・ (otレンcンヒucfy ス トノ ン& ンス

こ Cルク“ j,し”・/し/レ 3
カマルドレン シス

E ・ ピっtccPf&oサルモ ノにロノア

E. -イo0u8-2cs サルスリス

E ・ -& c/uot ズロク フイ

三 とCとCCイとイ 
ミクロコリ

・ t.・イ・ィーよx の

バ三 プラーメ

E. cLcンd=CCゅca
シデロ ヒ□ イア

E. Cuc0z- 
/ノレスラ

こ ・ そとそce27ビd 
テしテコル=ス
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UW型種類 W S 那 裡 頰

UW型ﾡﾡは・ し当気区に台生し . W型気候こにﾡ!化速応性雄

示す孔のである。

比 軟的応 性 小 逆応、おリ

［里座典に wv、こに巨主し 5型ヌ伏-化武応する 

りのておる 下ホ太 ごセ まし型気べさにも>れ US型の表に 

ふ</こいる .

こ・ 7しcじ& 
マイデニイ

E. 00レ+cra レ 
ボシストアナ

E oイッバctcしCd 
ホ トリオイ デベ

こ ・ P-knuca_
プ。ロピ° ジカ

E
ハンク タータ

E ・ /イ&uCaンcィ 
ピル ラリス

E. 2一-tcそ
D ススタ

ヒ ・ イとu工0 
トリアンサ

こ・ 〜<Cァ と- 
ナ リ "/ ナ

ucucCc 
グ ラ ンデズ

E. ucCCイ
マグラー

E. Co-イッと 
シトリオドラ

E. 7れじc九のC82 
ミクロ コリス

E. /ecンccCoなo 
パニキュラーシ

E -ccC e2-/たピc- 
シデロ どイ ア

- , チピー E. CL夕2u_ 
ク レ スブ

E. 2x」ufe 
レ チ ニメェラ

E. そ之c亡 レ cd
テレ テ=ル=

比ﾡ的ここ 小

三. そ2心こァ1て/c
I 11 、

ﾡ応性あお ソ

E • バンとCcン
、アロコへ

E タイシ〃/ 2
" グバミフピラ

E たらレイ シガシシレ

しチ= プチニラ

三. wCdゥt
ナ ' ピ ナ

E ・ c cCCoな 
マグラーダ

E. Cそンこec2c 
シト リオドラ

E. みン&しc 
" ランデズ

E . P & zシCcCaズo 
パニ キュラータ

こ. .CイcンだとょCc 
ンデロ ピロイア

三. Cc6-2c
・スラ

三 ・ ぞcたゃ C 
テレト ゴルニス

、ざ- .、、
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W/W型律類

- 20 -

ユーカ り o各位型とﾡに対

す る s た の ラ1

W W 型ﾡﾡは W/型気伏ご に目生レ 自生地の令件く夏又は冬)よ 

ソも 受にﾡ解した糸イ牛に宣合馴にする. 本表の話ﾡのならべ方は 

光理ﾡみ布の ﾡ に し たが い 上方。 支種 は 南部 に 下ァ。 穂 示 

遣に並く 今布 するひのである.

比較的適応件 小 適 性お リ

Uい型------------------

- -
t し 型

そこス用の い IV 型
科い土---------------

無

V

三
シテ キシ □ ン

E CuCaLucOcuイd 
カマルド レ ご シス

E とター& 
サ リ " ナ

E. c2CuどaC( 
マ タ ラーダ

E. Cイ2ccC-2ン
ントリ オドラ

E 2cocCcイ
"グラン デス

三. スzC2ク-CS-2p 
ミアロコリス

E ・ Poン(ouじoて 
'バ ニ キ ラーダ

E. <coLcxepfCe-o 
シテロ 'フロイア

E . cィフンカ ノ P。 - E. Cuc82c 
クレフ

ミラ名シーー

三 九Cイイっu/eoc
しチデ= フラ

E. もc九cそ〜Coucd 
テレトコルース

一話な 件 を伴う
且 帯

U い S 型

SU型
～----------

さ 円 更 sS型
シー- の土

しS型 S

然
い
だ
地
中
海
地
成

・-
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主受ユーカ リ 名種の 写Iにﾡ

三 ・ 之- cイとルイ ー
----------- 三 (とシー〜-----

気.

こ 
に 
台 
生

す 
る 
も 
の

U

二
京
娱
こ
に
自
生
す̂

も

三 バニイ・レメとン
E . 子ァンァレe
E . -_っL2〜タメパとユ

三 

E 
E. 
E. 
E
E ・ との- 7
E . 4aとac
E・ 
E 
r

i I
I そ 
■ 候 
, ご 

に

生 

す

! 乙

I o

E・
E

E.E. E. E
E 
E
E

E. E
E• E.

- E
- 三・
- E.
- E.
_ E.

今-vCの- ------

Po&.ccdイ
P LCイイo一
Puc-んttゲ.u

oイーし4-  
保のcこuズヶのっt-- 

～tとxc(ctし ----
グンァしてdシーイ

8-0-0-子u-- 
ヲ今tGcc一 - 

220-0-cしu.--
-----

cじueとuンccCと ・ 
/entptecccし - 

Cewcocs6ot 
7LeCCco-ce-uc 
?じC&c-ての2/( •

ﾡﾡの乾株への早化応

三・

こ.

<C-4e2クそイのし-----  
0いf9cとイCえ&と--
2cじuca ひcと coo 
c才字euイ ー
Conua_Ccu2c?tdcd —— 
4a8mzcっuePたEs-cし 

2
イ22夕cecC

有生i よ り 平均気泣の 高い気候区 
へ の 通 性



ユーカ リ 2道付状 術
ﾡのでくは こは不可くみなうば。 同ﾡどす々地以くは. ﾡ

承、糸件は 予 チロ し ﾡ い こ の気糸示件は封時スび幼話期夫配す

○ 一殺的注さおよ

え殺てえらぶ こどは主と 

汚系にな召する, こ②こY 
か、決支*

しくﾡﾡ. 経 消. オ 用 

はすてIてﾡして 来た

れこら. 翌門のﾡ付のﾡ私が

レっ々ユー カ I) のみ故のﾡﾡに対すろﾡ型的

こ Iて

な *

○各7aか6 
こ とくわ々, 県 

ネク ﾡ林ﾡい 

は 土地受*ﾡ

欠低.<. ﾡ応性がみっこビめる。 ユーカ か、十分/2系く て \よ

けのよい土えらに場合そは紹かい活芝以妥 しないな

短期同系大ろ収ﾡ々のそむ"らは 光てﾡすっ殺ネハり その木 

は当初から頁直/てﾡえせ4らぬ 応 長 0 おそい 題 木 は 除 衣 、 ハ 

消央すみ。ユーカリ付 •技. 4 は a ハ い * ては通の 当 林 状術と 系 ・ 

っていゃ. こら 通極 z皇 っ ・ 術 ○f(②殺P力 こ と は 催 い 

あみ. ハク 函ﾡ はタ株 な ユ - ハリ ﾡ付○ヤ く良いﾡ承z &たす 

名みてみク. たたし 替及についてはﾡバ沢く4けパ i' ら ﾡ 
殊例で及く依用*ク通ﾡは. 全<なっ/例 し一、て宮再 

ろ - と は 出来ない. 若 い 樹木 の 生活圏 程 ほ 未 だ 理解 セ 及く いな. 

それに も か,、わら す・, 価値②あクるポユーカ リは迫代仕かのいy 
に. これ 久 ら 达 べる 技術•超 在 は 地中 海 性 気候 太 強 熱 ﾡ ﾡ ﾡ係のタく 

○湯「で有幼な &のY受考すち.

○ 直ﾡか話木植付か

ユー リ つﾡ子はﾡﾡて子柔は井に小てあ ス 

にぎ不か. 究全に好創合な糸件を奪ﾡしなけ に. 

方死す ろ2至ろ かホら は 彼 は 立つ 盟 畝 物 版 を 折 有

くの場合 窿袭なも 9 ば 土ﾡ次研けて 十余

十分な光ﾡの得在するこYとてある ン 

みめみ. 一彼○同叫状ﾡ久#/に好ﾡて 

フミ す3的に承ﾡつ貯に回督は内 

休 生理的 化学的な 土城府 内マ 余%yﾡす 

この生で的双/にﾡ似したﾡ城なっく ろ こ

(そ細召か、く 

ビ わ }L. 
あり 与 

る 司 ェ

ろこYIて 

と バ 、米

ど し 

そ ね

L <
か、

スネ 

x ら 

く 

4り

%

岡し、 

ない. . 

っ辺夕な

ハ/-船
べ -

ヘエゅバ 

し人［自E

ろものの 

に比して み 

は常にえ 

カリ替木は 

ス年以上 

い が. こ ◇ 

例!は 引!用す

○ユ-カ

く奇

わ よ 

ﾡ例 

み に

リ)

そう上 近林所 泄城 で は. る確ﾡろ新はﾡﾡ量

少 い

と ﾡ

つ 中

・ す

7 ス

雷采となろ*厶切られ一くいる.ユーカリり裡子 

ろろ. 総 Rやのﾡ回劇へすさ時からユー 

#せaにならなく な り そら期同は多くつ場合

直番う可たな Y
田ブオースト

こ ろ は 比較 的 稲 (に

ラリアY
ク%みどちえよう

リ > ,

し か存 社 し な

スペインの二つの成功

センス症り直福によろ ナロヂン地この

る年系. 西オーストラリアハるは ロヂン<て大規標な 

塵 林を実行して来た. 主日的はE アストリンゼンスの対皮さ生産 

すろにあり こは受ﾡ②タンニンをﾡ型に含有すみ くs。 - s4 
イ ). ﾡ係は共型的地中ﾡ 性 くあリ *斗のエンベルガーﾡ象 

○制服に一ﾡす2. 降西型よ22xx, 浜みス〜イケ月が税ﾡしﾡ 

は乱くみ. めっとめ奪いくは系6.ﾡ通つ平均べよc 系み気 

通は9今に高く て 8 っと 習月の沢ﾡ気温は平均ラ/"c て方ろ 
・ 

土城 は 花崗 岩 辰砂 土. ※ミは一ﾡくなく どらかときえば清地で 

あみ.自 ﾡ旭 生は E レデュンカﾡ○林くあっ < その密魔 は 裡々 で 

あみ。 パース株ﾡよりばべらた力法は次の如し. 究一に自路 

ﾡ生の-ﾡ こは地7的見て段済ﾡ値にそしい。 原や 林分は直 

径は42ctユ<耕ﾡは/〜〜ox ○すべく②寸法の木さ令んてお 

リ イ4当りスクク〜ククC当すみ.ﾡしたﾡ 検 "I取 

らたﾡは一ぷの同その場にす て て おかれ. P火書シそのﾡ所みﾡ

囲にﾡった役く全都が却さと。 ～3週向おいて冷却せ 十 

分 厶 調 久 降 った りち/2 播種 が 実行 くれ ろ. その時期はよ戸 下ﾡ以前 

く 北*くは//月に相当する. バラ橋○ラ令には将にﾡつ致電 

なところへﾡ子ﾡ中枚すろ 小、、な欠シつくろこと8ある 穴 

の同岡は。マてﾡが大に在すろ と ころ てはゃマせ まく すろ
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*に対しては除筆か楽行* 大○ﾡそは2e. 不*は/ア。以 

下てろみ. 替ﾡ名い・らみ○灰そパけた土Yﾡ灯 Lてくべ○虐に報 

くおしつけ、 ﾡう②士に力としてアてその上に土とかけろ. 快用平 

均 種子習は 石 当り/イクア く力ゃ. この仕ず○前干つ良にﾡ子は 

収桜 2のな. 形の日いﾡﾡ算な安く その中にﾡ子いら) 

かえらば2。 実らっい小及が初りYら テントアカンパスら 

上にっみ空らろ。 ス〜タョたにっY天へﾡいてﾡすハカンバスe 
上こに落ち2. 場ﾡ後は対みの災ﾡはス翌てあろ 火入のた» 

2ス〜3年○向は侵争相手になみﾡ生か殺さKて いクみら点に. 力と 

はう午目までてる々の穴くき木な同引く2み. 全体と Lてつは ： 
ﾡﾡ穴み ア0*近く公政功 して いろ.

○ サンクンデル沢のユーカリノロフラス造

イスパニアセルローズエ系国系ゆ会つ経考者の好たムリ っ 

争美を 以て サンタンデル県 で の ど グロブラス直裕!のすくた 

ﾡ系客示すこヒかてさろ。 そこはﾡ抜2〜〜クグm ◇カンアリ 

ﾡ北斜面山ﾡZ仰置す2< 造於前 の 自 た植 生け レ エ里 も 

り る粒のヒース"カシワ林核姿相今ﾡねよりなろ. 月ほﾡき 

○上メﾡ坂土かおい しめり夕z%っ 。_うp.,の深さては 

選②の迅った砂土ﾡ2今み 2〜20ow 力、ら 黄 を 粘土 画 木、し

ら1々。ﾡ方性ﾡYm産な傾のzめ " ・

水ミていみ, ﾡめい測候所はサンタン 

な年同型は/ィ22xて及/て多い ここて

く てめろ

地 相

ヒ - ス地○地裕は /2～//月に天行す ク 

枚 か、L. タ〜 どc つ系さ、I2ﾡほ+ y み 

車 る/人/日 で /ぷ2 〜22ァをﾡ 行 くき

ﾡ 却

地ﾡの台ﾡと して汝て糸/カラクタは 

ﾡら 延焼みおそれがないﾡ焼却さ

このは非にﾡく株

デルに任リ そこ て測っ

保用さて

, も死木 

こ 川は 双 ・ 

る

いと状術は次

メッシュハ

w 2 r」1 ク 仕 

. 

当り /の人 ,

2 ～ ンク m

ろ 。
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そそす.

ﾡ ィカ 怎

ダ ど 土 沢 い ﾡ-ろ\ こ S \ 第 は こ○う地ラと L くは

名ろ▽ハ ク.
百 閣 は <アッx /フ 次 にす。 が. スX。スL

にﾡ大 <、バ〜 永 うチは、,ヒ ご て

スおさ に 小 て ゲ ヤ 々. 入 

e "て : ク c". の私は 

浸和く T ハ 土 は ブ ルイ - 

X/日f ノク2 ヶ 、»る

そに って

、～〜 やさミは cnt X

ﾡ型:< り かホは戻と土2 
ハ、けたとろ代ﾡすン 功ﾡは/

ﾡ秋 L / 灰

スを 平ょ くﾡよし ブこ チ 刁 .く は 春雨 り後 まﾡ、ﾡみヒ

で ほ 六 と 上/てま さち E す こ とキ しない. この永系は. が 

E アロブルスみゅ長にと っておて及いﾡヌ: ろ と②Y方えて 

いる xの中は 灰か加聖/で吉み お、、こり 湿. 気 を 保 

為して曲の服糸に粘者 し, かっ 地本気系-ぶさすらへらてろと.

堀 ﾡ

ﾡはく か○ )派属21いﾡべす メ ミ 、- 一-ド下ﾡ〜よ下 

句にかけて手作※く わ. 俺除さ独くたゞさきべ こ。 小 仕 ¥ つ、 

たのめにxﾡ y •、 H くいっ. る々の穴2 gに デ 子 召よ依っ 治 小 さ 

な部っ<ろ その部は傾科によりな、 人ノ。 ○票 

*くあ之 わっかな型子 バ 

+ い に 灰 z 上 o 混 今 物 < 埼 

てわって ﾡ W か平 さに 

しおそ<なH は ﾡ○ﾡ : 

かったり仲々し くいク か. 

日 o「高さ ス ～ ゲ w 
ﾡ 地 ○4ル/ り分布

ろりらて»ろ は な ・

んヘんな < 豊ﾡ/に吹ﾡ 

は英期的忆撤水すろ 福称

そこに将 1け ら - 

くカーミら ご 

・ W は通及のn: 
ミうこYにな々. ﾡ 

こ o は 主 な 2 ﾡ 

位②ぎ木て おこ " L 

I 小* ん彼みセ モ 

さ </～ よoア ー•ル " 

円してある. 型そに 

は ¥る深く☆ K

テ っ ハしめつく つく 

1番 ケ 非ﾡに 裂

-ﾡ除となり 8
- 二 孑 加 卷) しな 

翌三う限 4～2 
っ このﾡ旨は 

て-合ゅL くん

7 - ～ 5ク cnt.
・ ラ ほ ぐ. 必要な ら 

元 当 ・) 延3とくな 必



とすク. そ他2神ﾡ*ﾡ替っめて Aa 当りﾡ←く々ﾡすろ 

ー 険に,必 分とし て ユーカリ 鹿孑/守 〜受クどとて 

る

ﾡ 循

と°常性法くはﾡと 十分4政功 くの 52% > そみたえみ 

そにめかからす. ﾡ今によっては名 ソッて力方 、は e
契の同d しくはスみ終り ②雨季客矛用すろ. スの年術治«実花 

ろこと%ろろ

除革 (工)

うてておガけは ﾡ木はら 

ﾡ圧*クなら . そ○分 

に枚ﾡ で 何本かみﾡ木は 

なおく 生達○浜失ヒなち 

T川はそ均L てイ宮ど受てあ 

でみみ. 作系はチウて4さ 

っﾡ意的2央ﾡ z下*z 
系の確ﾡするン ころてろろ 

永まくの向に矢ﾡ そ

土番せ

生てて L 
の枚考は坂年円に 

その分久休隠し 

. シグﾡはど回A 
って ん。当り所f翌

フ。 %しスﾡ同ど 

およぶ。 中矢 早期 

て しまうcめに依斜 

ど 4 くT !、タ パ 

人は //-ク人

ク. 修 林 の 完全な 方 成 功か. ﾡ期か 

依存 すシ ヒいク こと は. スペィン AA 
ﾡﾡな Tパ作ネベス年日つ春つ未から 

は名。当り ﾡ4くな ッ来すろ

分○欧ちを平ぎにす クれめZ. ﾡ○易っ木のまレリてノ 

子カヤートはどに土とり力こし 木○ねえ土ﾡせすろ. ゅムへ 

こによりッけらク. こ○作条は イ。当りx〜〜スのスを裂す夕 

间 引 さ

話木がす ごした最切の冬ろ終りに.

去*. ふ々今穴は/本つ協次メさ 

なす. このヒさは%はﾡﾡなおそy 
ヘﾡは項 よ4スく力ろ.

以く上なま とめわ と次の友にろ

発 飼 し みヤくゲ 話は 除

み. この 作 衆 は 春め 始め/:

る 総: 配こ 久\ 本 F 業のﾡ

し々時 こ だけナおすすめてミるYい

仕 情 -イa当りく次、

*

始 w 於期

地 /2 H / 月 $<
焼 却 / /s

打 J く

穴 2
灰○旅布 4 < s

利

備 旭 〇 s

T 刈 4 /<

司効性苗畑 4 /グ

計 / ィ ヘ

こら二つの例久ら ュ- り 直福也林 14. 大規税ﾡ林らg令

次う糸件次すへくたに ミ ど が

クか2,
a) 隣ﾡ地の例からみく ﾡﾡら気候的裂点公ﾡ*ろヒいう 

こビ伏明して い2 こY.
め) 入マのﾡ子な老価に入予しﾡクこY.
c) その場くみ両期へ信ﾡ性冷り かつ規則的てろみこY.
4) ﾡ弾土くなく フムスケー内的に太司みくくユいこY 

べあ2ヒしく% 少くYゼ土増断面の※ﾡぐ有ﾡﾡﾡ苫公負<認め 

らハろこY.
地秋物か力らかじめ系く勉ま2 こ と は 本直 的に 必要な こ ヒて 

あって アレグレッティ くイリーとプトー<アルダーリァ>o 
初 究. は, この辛につきWﾡLていろ.

e) -ﾡ生で少年は②ﾡ木につ、 睿号 な 方法 で その発育/ 

困 止 し除去く ろ こY. 火入は こ n ら 0 成展を 阻 止し 得 る 上に. 商 

整てろ りないベﾡてすみ 協ネに灰の形て浜ﾡ*根マ供 s す。

こビがてさク. しかし火入べそ今地力み場所系件にY リ逆な給系を 

めつことかあみ。 その地&②くな防火上銀ﾡくろると ころては火
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—29 — 大切てみろ

は乏しさべ理子くろろ こ

チ) 安価て気らよい

どくラ ど

とま明すろ ことがろろ

労の力. 下ノ作条②ﾡ行に吹てミろこ

客さめた え ネ 日

こ b こ けナ 兄

つ た

た 弋

は、さ

としてざ 移 は ﾡい話 う貸に

ど.

不幸に8上の始条件は 番考っW係すク地区くチへ てか受ム: 

るヒ\フ ことﾡてろら ・

しか しながめ一ﾡに音通の 小 としくﾡ戸*て\るの 協 押 

・ポッ トく微) ◇中てんゥかじめ育成さ*れ旨木なねけろ ここて 

あろ。

○ 普沼てのﾡ木ﾡウ

本ﾡ的な送糸件は 者木べ+分に※殺な くりえﾡ#α 4 ゥ 

てんろこてなのば。 へかと営は均ﾡのと/御ハな 力へクな 

ろことかてきろ浸系とるっていろ. ホ かような協木はみふLてお 

ら す 十分な日光に4< いみ.

○ 永ス的協畑と仮協

三 新 今 永 'と

*は会

アて仕率

せQは、な

を d は
て

ら い か な か、

当右は

ら 地 由 城

協 划

亚

は翌u
/日

<良©

り平均

ﾡ に ブ

内

ク

i て
決 主 的'

テ

・百子は 灯 用 

季ﾡ-ラ*

な

K て

け ク

当

よ く

対

す

しく旅ﾡ て

K 軍
の 初

かのホ

ヒ か平て

ノ-ス

か、

へ

よ い\

ス

バ

フ

/フ は

ダ く

こどク

FS ち 1
ロ

て

可丁の

う プ て \

て あ

い ク 時 は

話

番のﾡ 地 は

工 レ て

(
し てしま

すて

う ナ る め
フ

ば/に

総 〒 地 ッ で う

K ○有無に 有 る

ﾡ月 こ

居 (土

\

1 す る な ら

女酸堤.

◇ PH

ューカ

不 は 占

リ)

士

は アﾡ

平均消直水辺 z

平か づ かにﾡパ

は, か北向に個斜し

今 文

分

つ

フア

日

く のつ

す

卷

夕 い

そ ま

を 設

介 (こ

つ が

話畑には二ﾡみろみかあろ。仮り一堵 的な もりと 永久 的な ツ2 
後為は苦木生産と して長ﾡすえハル2. 仮旭は 小 型 く 饮 

御ど筒ﾡ化*て いろ. こJ はﾡ作べその地区からﾡﾡする 

とさには捨て ウろどみだ. ヌス万ヒ%茶掌的な尿理は円一てAっく 

こ こ ぐは永ス的話油z つ\てのみ取扱

○ ﾡ敷地の送

い

ど

は

風か

こ ろ

め係、ま て つ 一 ﾡ お そ くって団日 が 当 リ ﾡ 気

の ﾡ

増 す

/ノ ス へ
ミ

フ 二 レ の 1チ」 ては田司は 南ﾡ て あ

話Yし

なとのﾡみ買 

発と L て, 

ンストレーシ

て は 2そ Iナ け

供 f今 か と

はな ら

戸 に

く

ン

管 理 れ にﾡは

な い 

な易 

地 力

肥 料 , 

おろこ

配 合 肥 料

生 区.に 対

実 な チ イ単 す ろ と の が し

ビのズ 

し注目す 

てはなら

ま

とな

L
ミ

い\

デ モ

て し

ダそヴ翌なこ とは. 普木を供台すべさ林地中べIに協畑そ位 

面せ しめろ こと ぐあっ. ﾡY造林地の向で気似"ポ台クずLろ: 

cはのそましくい. /Yえ ば. 京 湿 な 苗畑 で 成 真 L は 広 

く 系かなﾡなみっ げ ろ. このﾡを税解地忍いラmにみセ ば浜 常

大さい. *らに. a木を平呼久らu地へ. ホは 海岸より 内陸へ 

と < は い け ない. 兄らみw< 入朝分の希太 Iは おマ○ャ < 

N t. 多 小 ・リヒゅ 脱や 土ロみなつ < 合応: 打 ゥ. こ○こルは 

; ネ*ル地/に"込ナ々Y きに ウくリつ+予2Kp ことに な 

ろ. その/めに. 移のに係洲ム進地の中天*えらくぐ. 出来ろを 

け このぽ※ﾡﾡ知絡せﾡ は なら ぬ 将に 雨 内 /- x J4 は こゅら-»

てﾡは 彼に

○ﾡが

*っYﾡ
すすめク と さ 

イﾡ地 /%

と つ て 1 つ ミ < て な けナ L Iばな ら とス つ

L こ ろ 年 生 力 リ) イ用し くﾡﾡ計を

当

-ルは標協 

ことをﾡ味すろ

平 ナ7 的 な % つ と し Iよ と 小 径 を

り)も油 ○ ○

fククク本.在

%みた

ア ー % 円 す M ば 十 分

は 鉢イ 話 イ2o ～ 22o

ふ、くめて

** 生/

造

ﾡ 田

す 々

○各理

地ならし

曲畑 全体を相板力 で 注 意 深く な すことバ平だ こ のために手



才ﾡ. スクレーノ フルトーブ. グ レ-

ン こ今作ﾡ かガ 的I-な* Yある台

なとハ 

ろ 非 ¥

イ 用、て\

ク モ に し 土ﾡ を系
E % こ

小 み

小 2ﾡは

こ主
a て 請安 

ﾡはか 約

す と保区 か : ウ

« げ た 主当 と

42, こは卜

えろよ てと今/cめ ご。 小 g は、二次的 な

れは手千率バ $ け *よ 者木ャら

を ど く す る、々 クﾡス考乱の 上 て 所ぷ

A

ﾡ
7

二-

け 厶 バっ <

自
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-7

こ 恪 ブ へ

か 話 ]

そくめる

か って

V oテ～
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7 ぱ 1 1ユ

/ L
P 団

亜 っ

こ
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いフ*ク
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/ ケ 

すろ、y 久 イえ

て

て

り

普 穴ハﾡう家ク

ン ーにス

人 上 て は、 け ム \

ﾡ税と ﾡ水

ﾡ系4 ス プ リ ン ラー ホ - く く 木て スバ すみこYハ未

クこY か翌な ど 話ﾡかﾡ小 %, 上

2こ

おっ

2分布

とはこのた

こ 人 が 窓 ラ

し ていなけ

望宮 ﾡ口の配ご

へさく. こはよ

み Iて ろす す てもる

リ ペ

と て

Z話木/2
只 は な ウ 

は 棟 水 ホ

な

ブ

ス

スの C お

き行ろよ

圧 I

/ 士 / / ど7

フ

よ

E 久 f. < て ﾡ卜、に役立 た と な ら Iギ / %

す か *い こそﾡ除 し す

つくったリ 土 リ に 棟 互 ク オ
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さ ら / 二 つ 何 天 力

の p ル ル 4 な け て

Y / Y
才 < ﾡバ/
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ケ】凸の

リ ( て
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Y

ゴ
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テ ツ /w * ブ
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ば
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/
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g. 
○ ﾡね・用!

田畑 烈 に ・リハハろ こ とマ ま カク、れな い. 約にﾡウロはそう 

た. こ o 卜 め 節 畑 の ョカ リバ 係、型 上-越 えみこ Y が. のセま しい か 

ヒノキのみ伏用: 兄 れ. こ ら のめ、八次 也 母 ぐ 氷 を 地中 逆性 候 

の下、は 回E ひハら"い/めくク. -ﾡに. ユーカリ 2 ニ の 

目的に供河す2こてはさあべさ くカ2. そみ茶ﾡすちﾡべﾡほ/2 
図入すクそ穴力々. しハLE フラトカリスﾡは係設 確 と L 
て 煙当で ゐ ろ. に ス リ戏城 したと こっで土ﾡの深いと こっくは 

秋風 に 対す り 係送 めとしてパマリ 7スく都ぶゝべ好過くあろ.

○日+け

-報にき』ハてい?こ こだが 若ス ユー カリ 苗 は 大 発の 陽 九 を 必

ヒし Lばしば日上け思しでユーカリなゆﾡであろ. 著央 

玉#ては日たYﾡべ«系大Rにたえろ こYかよい. し か し 於 可 L 
にはハり ○頃I日たにﾡ良にさ らす こ とか&除Y 夕地カ 8力ゃ. 

へかみ地力くは協木"地表品かﾡけ/りﾡしたり すみﾡ求 少< 

とどあろ期同は協木な日ﾡにおく ミとな良い。 永ス"協ﾡては日4 
けの下を意易にﾡけ2ﾡさに日ムけ*契けたラヘﾡくろろ. この 

日」けは 長*スケの"〜タn. 同*〜〜-αク ○細いﾡ*支 

なから内し沼型林歯 ( 主枠? ) を 主体 と し 上ﾡI ◇よ商岡メ 

ンキし鉄際と私り にその上にヨシズかのせらる. エーカリ 

ﾡか直射口光て耐えらクようにな2るマすぐに日よけな除去す 

べ キ ぐ, これは良○総りか永の始めになみ。 かような神造用ﾡ 

/つなク場合 *に仮協沼くはﾡ未4日よけ欠 *チ ましい. こはﾡ 

パッ/アてマ係とおおい 小路にあたみスペ-ス〜ﾡしくカク. こ 

小がt回T欠敬に水をでろためのく ここハくさみ. 日よけ 0 摘 .； 

基ル長めちするネ材 印ちール«参術山 cリス送ﾡ々す入!/ 

リ I た ・ つ く作 ら は は ばならぬ. 協 加 を ” ;う木は日+けら 代 ﾡ と 

はなりめ%2 . そのネのは著の水介にかゝよせら 鉢そっ 

らめ: 協木YﾡﾡすろこY8サすろ 禹 い ペーゴ ラ は 有 利 で あ ろ



こX伯いﾡ造み日よけよ り ど健く ホス的くあり 空ﾡみ流め 

4ﾡくろろ。 る畑は少く ・&一つク小型パーコラ"ポAはなら 

ぬ2。 このパーゴラの下に者*かな在すク.

○ 鉢およひﾡなつくろ料
ポッ ト

<ユーカリ協はの中にﾡ子す客まき つナてﾡし鉢付 と しく え簡 

地へ払すハ. 替麻にまい/の%逆抜してに移ﾡしくそたて 鉢何 

ﾡY して宏す2のケ多く 活係へ橋産してそこいらﾡ者としくム 

ず ことは希てろろ.う

ユー カ り ﾡそ そ ②中て召内す ◇なは 次の翌糸に合微せユばなら 

ぬ
窓 承

平均 と くﾡ木のみﾡ り は私小休 「有せ . な ら 巴

この こては一般に一弥し/名ﾡてある.

久 W はりと負さ

今くみ合 f+リ< いﾡ地にマ*〜証送せnな 。 ない o 
で, ふるはﾡくない. ク は らない&ろかょい.

かた:Y耐ス性

こには二つ2見ﾡかろろ。 一つに回体く叫スﾡのん 々る恐々供

す ろ②がよいてすろ め○< 考任くか何ﾡかの依用に耐えみ. 

他の一つは意器は消ヨて三そず方えろ く. 一 奪 哲！に耐 ャメ ばゝ 十分 

てろみYすク ge な.

快用後の独みﾡかたマす 、こと

ﾡみ金たヒきに場m々< を こヒか系どすくんﾡきか4ら 

一っ○塚器ら内側他② ・ グ :張>ﾡにて ・ る よ ク/ニ 作った もの か 

径ま しい.

普麻く配習し"すいこと-

ぶ寄は窓ぷがめとLく -=そ:け i ・ と 占 A す クト う に

すべき で. こっためにはぼマ-目形く商形 円形)の尽ﾡ々供 

ﾡす ろこヒなﾡ«よい .気孫 ・きにしぼしば 円問形 . 口ﾡ令形そみ4す.

*ﾡIz イす ろ ノ 考 三

»

こはダ物7をロ約し 協木う超いたみ 

ﾡ付役にご木み:ほささ ^ け ろ . 总 

り この 円ゃル○○は円ﾡ形ら

ぞミけク. この着たみ 

るは広ロさ どつ以受が 

%○より ぁけ«なみに

ずク・

排 水

点 君. ク カり 土米 では. ホ か 上 9 から心にまく※出くさろ ○でな 

けばなら. そのめにふ恐はﾡかムいどのかべか息にあけ てわ 

ろりのなよい. この は旅水 っYさに水べﾡ洲すろ こ と*防ぐらに 

十分な 大 ミミ が 必要 ぐろ リ. ネ 商1ふによりゝ*かあこヒoない 

ょう十分。対さ*。係/んよなら.
材 料

8田ともてての地市ﾡ、ふる衣料<供用しく作々っ画例 

てみって 成 切 しくいと各るの主号なもつ*まべ少と次つ画リ てあ 

ろ.(ナク図 ﾡ帆ポットゝ こは 士てゅ形ルしてﾡいへ %e で. 

クみ］ に久外易 で％ ソ. まろた け破板し紙いよ クにつく々めﾡい 

あみ。 ﾡ土か 日付過及 に ﾡ かハて いろな は 十分強健で» り

院L く糸期の伏用つぶえ, 時 と し 、ﾡ年以上み耐ス性そ tっ. 

強俾忆 して殺ﾡか定が、ハわへき原党に よ<ﾡす る ユー カ り 例 そ 

はル アリカてF マルドレンシス 忆っ い<は Pen o ダ 

を 供用 す ろ りみ/て 足り み. くセメントゥポット> こはﾡ者より 

・<てﾡ価 そのり土○体上り8強くて早く作夕。 くォ 

,例 メタル コンテナー > 試高の弟次か表価なY こ っくはﾡらない円 

ﾡ形○な家客作 ? あ上 い. こ は 高 単 な商h付ごﾡがら工人ハ Lて お

こて#○力ﾡにI向ﾡくんろ. ( y一 ル 紙 の コンテナー) 

ぬのういY -っは そ バ は点○ないかるそう< っっ : ﾡ い y あ 

.'. ○8 4 ごへくﾡ 河 ・ ハてい々 同 卜ﾡに耐え ﾡ<ォす ヒ さ +

さ に ポ ra I u». この ぶな はﾡ付ﾡに土中にの こ tれ

鉢 ク、i 木と 取ク干向 

くカろために このリカはッ ﾡ 

て作っハスケッ ト) こは多く

小 はか けク, しかし恐る ゲ 消 耗 函 

となスこYが多い くナナら禁 

。 熱 巒 地 ﾡ に べ L ギ -4コン



コ て長期向/そ h た り な い ﾡ田/て快、用 ミ

5 よ スグ 卜 所

ク な 2 ( n ) ﾡ

くか除

、内 径

去し

午 ど コ ン テ ナ し て快用 ク

て の ま ま 快 用 す ク ど 幺 あ ク シ

フ と が て ミ な \ て 消耗己 ど み なて す
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ﾡの+ Iに
では 

自

自

土

(てﾡス し

※土がポッ

どそうの

ア 外 く 塚 せ し

卜

め

作

/に

'ノ て

L る く来たポ トつキ I は

つ /良 は こつ自 よ土らポッ 卜 つ

ﾡ 同向］

フ <

の さ

ろ終りに

り こ
ま穴植る

ばと土 ゲ 

木ら中 「乙 入

L ン こ

○保料

の ツ

てき/:どのうて 

土中に 消メマ

ケハ、 十

多 つ

ち 今

へ さ て

分/て供、合

用

し

あ ク 付

と

ク

Iは

し てメ、

各々地ラ

こYざわ リ

あ ク フ
ハ

自x土 鉢、)

快 所

そﾡ合

ﾡ 畑

項 ン

令

し て 注

て \\ 噺 単な ウ 型 ﾡ

ち て

多 土

つ じ

つ て

ﾡ ﾡ の

入

く バ

び

>
ポ

て

フ

し

ツ

お <
す

た リ

圧純ウ、型

ど

と

と

]/に

そ ﾡ

は な

し /こ

ナ

\

1
卜 り 本ﾡョ

ラ

つ つ (て イ め ク,

な ホ は 上. Y
ロ-ズのさセらて.合 人Iて あ ヒ レりリ. Iネ

ろれえク るつ. キフムス,行みﾡみと
してら砂 などくろ ク . 参方まてにその配合名例

次 /例 系かで フ ムス+り性し/た 土 *2
オガフ ズ

切ムギ フ ラ クタ

*ス例 フ ム ス 2
祀 料 2
切ムキ フ ラ 3 4

、 テラロ シ ア+ o
オ カク ズ se

火 は炊及製堂と じ < 一*の配合番セ加才み

ま ま て お さ 況今物を及わ、に入ン前に. 仰

に 水« ntmす ◇ この忍歌〜ﾡにめへく

物 :/ し てなすへ だ。 卜は, お マ 上 ひ

c i /て 上 く余布す ク ように この円 ﾡ(2 し ス1っ

す

•件

示

ﾡ

/z る

今切. て れ

ク Y

の

苑

に

%

%

ク・

C ﾡ 次

しく 

良用 ミ 

ろご大

など .

t 必 て

正しい

ﾡ性 そ

役っ2日 l
わっ ズ ク 

○け、水 け

の一|入

ことかの

て の)

て

11

て

め

こ S
/に 土

土 れ

7 - 月 は が歌の に ・ ﾡにﾡ殺 なか昭並にま ミ つける 

愛地まさつち 4 けて$っ球述 して 先 植 まで そ たてる 

ハ そら .ま 方 於 ま、ず x おい、ざョとして 工植 にす 露地ら 

ご床ま*は *う、ハこいそっく ・ 表西 を 完全に 平垣 忆 し く 巾 

/ ﾡさケー4ハのゼ麻とL その上:普染/当り平均よ2 
の5今て祀子称括すとか糸補とすろ はらまミら時ムラらないよ 

にﾡくのはむっかしいことて 3ﾡ者*又翌とすろ. すし橘は.

レーキ 力、椭推板■を 快用 して畝や棉ヤつく リ そら上てﾡ今らす

この リァに除楽 花ﾡ/そ( 利 で らリ バラ番の ておことょう 

■ 撤水 のとき 建チかヒび訳,t nみ ことはない. 天気な忍けばg 
夜の陰をつく わために掲裡 ミれた場苗は篝, 竹 そのてカバーミ 

ろ. ふ裂の+に口督す々Y さ当り受納和スへよ枢*おとす

閉取引ハタュ -カ りえ1は九天 したﾡうと シィ ナ○混令物よ り ﾡ 

み#の ﾡに分率す2ど受はないが 混合物«物させてみ2Y 
兄*したネYシイナは比でへRムみの、分ﾡてミちるっ/.窓裂 

はそみヤに土と入て話床にならへらﾡ水*々. そ しくふるっ 

表司に系:/on く直径2の○小*なくほみか 千迫ﾡを快ﾡしさ 

土の表ﾡと圧 ことIにょ リ 作ゅL その くぼみら中につまみらﾡ

3 が わか L 非 ﾡ ﾡ/かい有ﾡﾡのﾡ Hビ ぐ カ バ -

こまかいﾡ忍くく合 水 と
ルハ °

ろ他ののヤ に 向l引いく枚値、る

のまま月 く りっしるかの 

ヲ向な っ てから 円 ッ」

さ し. そつ役目つ

こし"ら氷系た話は. 苗床に あ

か. 現在生中ら点忍の中てそ

い つ かくっ く 

の誉は除去、丘.

○ヤz 
ボ す 力

さの的な一 つただけ残す 鉢

, 十分な 費 り 独 多小ゐ ろ X ころて

() そのにア［た知い

イ益どし は ﾡ水地か広 く ム

ご 麻およひポットク+ HI 次

桜右
ポット
卜 の 中

商 ﾡ す

てミ

な 用い

◇こY て ら

の場令は発ﾡ役〜 

に#ク〜c"○ 
ろ木まは. こ○ため

2 そは 非ﾡ に 商 

く 焰 循 果 ケ ﾡめろ



ユーカリの協はﾡ/に. フムス

くく今る性みちク 

名p 非常に細 力、

土ﾡン妥ホす

く なけよな

才 ご ﾡﾡ商 前 て

お お フ と か、 り て

ら取 り 出 WH 方 と

ミ め し ﾡ 条

系土 つ 上 か ら と

そして フ す り

て、な ほ り,

-38-

ど紹かい土

ろ そら上

ク 注忍深

り土で学床り表自でポッ

, 粘ち土

ﾡみ田子 

ﾡ者用ら土は 

っﾡ今物 >

て配E料 、塔 紀

フ

か

ど

ム、スての

くすす
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久 風反/て 足今 した. 任

系 か う 卜 へ 出 し まっ こ リ も ﾡ、 一 退、が ボ < つ ミ そよう (ご

ケくン

く ふ、る

卜てつ

シ 今

/- 肉

な

さ表ﾡくは土
なみ 介 ぐ 1 く 定 出 示

フ た

め

よ

こ

苔

フ

土そどっく

土 ら表るシ

のよ , よ < キ 斉 と R こ

こっ. こ

こ

ベポットハ 

に配C尾 して

かX妥 く

理せ

カマルド レ

て -

ズ

ど
め -

见 ア

は 大 ﾡ ご 上 て つ み 社 っ 々 正 : \ 時 期 ご 番

リ ガ

一、

づ 地 

ゃ こ

営 区 て e ぶた. 期 か ﾡ \ E-
ア ラ こ こ ブ レ ス は

及い消系な土

み«シ く 少、 

り 才ゅ:ろ

く か は

ん だ

こ 0

□ 一 ム 土

ヒー

遊 C
ス秋ナ 

:ﾡ内

月に番ﾡ ミ 

こよ リコ

こ し

<

*りる

y 」り

が う

& マ

つ

\

てﾡﾡるケ 7 月役み体は ヾ

痢 い こ アっ N

系り向にその中へ植物のﾡ. 森の フムス 柏ビ
に失敗し立洞さお こ 3 どかめ 之

条限り

. ブラ

ご こ

こ べ

ル つ

泳な

ては

2 交

サ ン

の

と こ

少 し

ろ

ホ.

てxつ /に

ウ ゴ て

て

<

は

<まぜて 勉 み 上 げポ水 しくつくク。 

話床のため食いﾡ全ﾡ料*供谷す

/～。年

みこYか て さ

し しつ ○ﾡ、ﾡ リ

ン の と

箱 里 マ て の稚子 か 混入入せぬよにせ

バ、入、 フ て \ ② こ と があっの て ﾡ

よ . 介.

o一 zc ら

堆肥

とな

ク Iに »』

ス い フ け 消考すべ* / り混今物に は

旁 あ X

は な ﾡ \ ユ

大 乙 ス す ろ

ーカ り協は形撃し 

土ﾡ中に炭ﾡ

た え 物 ( イ人 主

な ﾡ/に広 く伏用さ て

八、 な < と 乙 結ﾡ ってI け ン だ

ル

ユ

シ ウ ム % 今 相

そて

力 リ 0
の み

肥料 そ

すンこ

ロ

と

え

に 

う幼

み必教

ﾡく

大引ﾡは

か、炭阪ルシウ 厶

そ れ

o超

2 ハ ら く者 セ フ I ナ わ そ

!・ レ ン シ ス つ サロ や . ォ _ ス ラ リ) 7
②体例としく E
呉期区ﾡ型マボ ﾡ

力 マ ル

て 巨i 生 す
ア•ハドンンノフ
1) 病 客 

ホ 当 召川 x

も の

さ お

殺、ﾡﾡ小

り

て

大ﾡ あ げ ら \ フ ﾡリ/て ごLじ の

す

あ

こ iて 注 や や 上 立才羽所止の z め Iこ

気候区.

施 ﾡ 休 

土々

め か、 L め消ﾡ し て お さ フ ナ め こ wが伏用

#1 る

コ

麻

ア外み話 

ナーポ 

A土は

田 の

ン ト

ﾡ、常

土

/

, ポ ツ ト の 土 戸］が、Iに 消 今 ミ ク \、 ミてあ 1

翌■ ナ

ﾡﾡ

ﾡﾡ の適期と め や ま

お か、n
泳透 性

ろ ン

た 以ずr
が わ リ

柏

2 消 考す べ

城水 パ て. 今

時(てﾡ木

さ だご

な 泌 の

こ の た

ご

ねなﾡ大と な っ く

期のは じ まろ』祈 め チ 

あと希ﾡ <は 一 同 口 わ 

こに上リ 基木シ上

さ、まな大、ミ

○ 翌*、 つ 祖

ク

さ

リ フ

の 舌 糸

は 雨

3子の型

同. アー

陞続的な

/ク

ﾡ
月 I: ﾡ a す へ ミ だ \\ う

け

そ す ろ こ X が て \ ②
てポッ

か、H」ﾡ

卜「に 恐す の /こ

つ
・

ご /こ

A 守 つ よ

な ら

\ よ

ﾡえりためて 子 が ど k z け使翌ハとい 

+ク. E • カロ フ ィラり 如さ：府木 の 麴 キス 

<伏用*くいと型択の粒チは大まミ に、 

とど大さ4は シィ ナの列さく»る 

2oc. 般略のが定では. uボつ商系ル引 

¥の2メゥッイ ナの行在ベ平Y的なzろ 

ーカリﾡ3 /々久パ/み本○普木なL y 
<は受て将尚救か上烈するめらてサンッ 

スニ 220 木 の 帝 ケ 行ゥいや とﾡ L て\ろ

-カ リﾡチの収 ﾡ と 内 炭、

クト 国樹融 見 本林の 中の ユー カ ) ヘら と っ 

トラリアからﾡ Iに 輸 入 した i チ 上g 
カタことハ多い。 その仰ﾡ場mIzmっ» 

ス列にユーカリ4ぷ«i書すろ こと 久好ま 

なとY4ﾡべ正化ナ ク. ﾡﾡにょっ <は

フことは ﾡ子つﾡて 

○そけは. 堂用にみろ

ほ と の 相 虎 力、ない. ぁっ 

. こ度地依得すと 
◇場令 従ﾡな祀子○1 
くろろ. 一 取的 に みく ュ 

ク. ※執者がいクところ 

▽ 会社 は ﾡ み/タ か ら

t子は 本ﾡのオース 

そら得協かﾡ健て 

必 のであ み な ち ギ る 座 

しい. 但 し. ﾡﾡべ彦 更 

かし/ﾡ久ﾡじたfま <
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に残リ 数年向るその中ハ1のみ殺す4とめておく こ

そ こそ2～ヌ年ことIﾡ項②ず点せばならと ュ_e
光 筋 は 特 別 0 配慮を 必要 とせ 人. 封 し/zふ寄にﾡ4と

どかある ・

カ り殺子o 
一杯入て

デ しいと とクそおミ. ペタaのﾡしス化ハ係※* ろな ら 

炎年同はその生命と係っ. シィ ど天し書子～分ﾡすク凶理

はない. シィナは実しﾡ子よリ#長く よ"明ろﾡとすろ9 
久ﾡ通くあク. ﾡしてみはすくにシイナハビクかりハ々。 -つら 

乏るて 一ﾡﾡ○迎3つみ入ね +ならぬ. 系ﾡ«何以ﾡいて

トリ ﾡ合したりナみこヒﾡけクへき/.

○ 神ﾡ —— 発引ﾡの注ﾡ ——

ユーカリ 9 種 手 は徴臼 なも○てムッ こzまミっけ力土もﾡか

いしので なければ•ならない,ﾡさつけら2土のな4は 出糸る/

なめらかてﾡハくけ はならぬ. 慈 工〜 カベー すみ ため に は樱 

、込て +分るある. 者川(承はぷ令物«か し くち く 子を+ 

み<カハーすみためて当な土な兄払すこYべてさ ク 殺土ヘ段 '' Yi 風救水くﾡチか標辻L す さ yは かたたく な ってマ木ハそdつゅぬ\く うみ こ とかてきな\

ﾡ失かﾡ念くれ々とき 函処し

か、好劣系を行る この物ﾡはオガズ

ス上ア 土・な てめン ﾡ床ポ ン

あ今そよっくは. 立ﾡに 

/物パて迎う や破後す ろこ 

そ②他 ◇セルロ - ズ系○ﾡ 

卜は ﾡ②直ﾡル直役に

じい ﾡ夕水な翌 と す そ場今かあ 之 ﾡ か紹*ﾡ麻上に

\子て /0～/7L 2ﾡって ﾡ客か じ保教すへきz 発ﾡ*ﾡ 

ベ て すとため I< は. ﾡ水 は一炭て多ﾡせず少しダつ反"みすのホ 

二 ・.、目ろ細かい新系そ快用 L て央行 し. 内係湿良にが て/a 
て/呂〜救引わ/ りﾡ水す々。 ポッ トのヤにﾡﾡに ﾡ すりY: 

に ポットの上ﾡと協ﾡの地根なすY すになみようI ボ ッ I »
バ ポッ トポッ トあみ字円は土ナパ フスく 现たりん, 日 

す きみ場今には日 よけ<イ作って係火 ゲず すろ- y I 地 ニ ス 

・,り) でろ

条ﾡの注汗 、

競焼力、 の係ﾡ

ず族はﾡ卜己ぶそみ少 せと. 又地区てはﾡい直州日たから 

者メ%の改ナと「めに日よけかﾡいらろ. 但し平ﾡから日よけさ 

チェ/熬 はな い. 日よけにょ り普木べぶ長すろお々れか力ろ。

ﾡセ*物物に T と係

ユーカ番沼はいカ\ろなヒ こっにカろのて 有用な一般 的 改 減 

を 将そ のに 因 箱 を 感すわ. かx。 こ はてをL て :<く表久»々 

ク そハはけンパウ=会社く.迎eにﾡ古新くブランコ. MM夕) 

そ保用L て4(沢*力けていろYク率央て力ろ.

ﾡ各対す ろ係雲

ロおみはで 大うのき 土+に有ﾡ内"を浜介の多いこヒ 

など 力、 後 因 とな 方. こみ衆浜体はフリウム函べ主てあって むc 
以 不の酸性士 で は諦 にし カ、 発 速 しない. ごむな発弟ペ-ヶ月 tたく 

a 通H浜気に"L <死にな々. ユぬ烈さどけ々にはの w り 

うハあろ. 一つは土糸〜化字的型 mﾡ然型により殺営すみもら 

であって &右はﾡ行休国ﾡてカッ ﾡﾡﾡ3えな快用して○承函 

○通令び苗さもすあこYあみへら汗恐す2 ここ。 他2-つは消 

為した土"ﾡ性土に補ﾡすっこYて こ②りにメオガクズ ヒ-ス 

上ﾡ土 ぬﾡ○ﾡﾡめ次ﾡ用れろ. ﾡﾡくはﾡ脚に橘班すへさく

除 革

マほ"率ﾡすろ ヒ さて予坪生ﾡ本はﾡほ、2か 一 岸 生 筆本 は 

ホーイ レーキシ 伏 用 しく. てさろけLばしは除ませ は なな い. 

こはﾡによ っ く土坂みべ央りれろ こ と のウ山に &役立っ. 

○移植

く工的な者ﾡ○環ﾡから, はとかに4ましくない白※ﾡﾡ追救 

地へ替木とうつすこヒは 考むにとっく従おく»リ こ②時に際し 

ユーカ り協公山迷"Rz x げみ/めIて は仰な系をやたAばな 

りない。 そのためにﾡﾡ. 王の切リつ 項部 典定 など の結木調 

製作系実ﾡ * ろ



ポットのヤに移ﾡす々こど 3
ポント ボﾡット
然マﾡ係(zしたユーカ リはみあろ入ミ ミ になクど化み体みヤに 

ﾡミれ々 (鉢に ま っけ/ 2○zそ。 ままﾡせす欠!くそ/ 

< ろこと %あみ こ とはﾡ法 し/ ヒおッ.). こ楽久い例述っ成ﾡ 

«たすけ. 新次. 幹○上民ア長"*え夕. そYて上リルY並上 

久均術し て先原 した条件 で りよくご点 2よ -～ク. ﾡ※2墨 

同からスケ月で. 替は毛* 3er くらいになり谷ビ人ﾡ化 して くら が 

こクときケ移ﾡ島ﾡくろみ. このと:○想ろ長*はクー/ペﾡ 

てなっていク②原よい。 大さ< なリ すさ/協は渉進にス島くあろ 

ﾡみヤ < は 很 等 の 成 長 回 復 か 困 権々"、と そろ . こoのに作条上 

運ﾡﾡﾡべﾡ利てあ2. 移み功ﾡは /人/ 日a り 4oe～ eo。 本 

ふ苗は注意 ぶ小< 隣の筠り刃 き はなくれろ ほからすミクン: 外
" だ卜

へはみ払すときは恐そ切りつめ2. 番は千作ﾡによリ. 吻施 す々体 

みヤ央におか. ふわIハけ/土くクめ力. この土は協みと同し 

く人々的に混合し%のて%よく ・なろ土く#上、. プにわヒな 

○ﾡよりマ上報まて«土っ中にクのこみ 十分にﾡ水、ク. あ 

まリヌくない 無風の 日 が彩植に格因 で, 作は日よけ○下く※ﾡ 

L. 普木つ旨役«/す けとめに仕報は手平く すませとみへﾡい.

○ ポット者○注書 受2図

日よけ②下てポット②中にﾡﾡ*たﾡ木は寄床にならべら 

ポット上ﾡまて埋めらみ. 当木は 条道 まくそ○ま4Y し. 

工しﾡ水«おこ なう. 日ざかり公登さてハら+分な ﾡ かなミ 

る. 苗畑 従 率 市 は 与えた 水 か ポッ トの危に逢し/かYクかをみク欠 

よい. ユーカリ番公通少の帯水によりネ長するこYヘ2か、 そ2 
時、は 救水ﾡ数な ﾡずク. 主暇なポッ ト②ﾡをﾡいてﾡ係の下層土に 

みろあとさにが台水とひかえばならない. 主ﾡの徒長を防くた 

めにはﾡ務すみ力ﾡﾡﾡの林卜よ り %有効くあみ. あろ許ﾡ税 

君 は / ク月に/ﾡ s とを検番L く鉢から抜けて仲めた主客切 ) 

x って い 方た', こはﾡ用べﾡくつ.く上に主ﾡの先端にカルスハ出 

系 何ﾡz切りつめるらてルス色なり令ってﾡ②ヌﾡYなみ
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す め ろご ご

にチ〜 のハ
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C 苦木を永ﾡに送り法す前み注③

話木客ﾡ地※2前に十分。京水②す ろ. 禊百 て う えっけ々ﾡ 

* ﾡ日②メカハらﾡ日ク端にハけて上. 土マしつけくﾡ 

の中におさ しのった窓くカバーしく羽う«係っ. ご*つ «へ と ほ 

ど多くなけば ﾡ上.奨 ﾡ料 そL、ﾡム長オルそ 

ンそま性ﾡ状物ﾡく*/ダるク+花れとと/ しておさ 先 

送前にこてね々似ﾡすち。 その後にマ木はトシッフマ開セ 

に承む. ﾡ木«函4Z部みてまクなら 社替〜ラ忍ハ"沼に 

aて承. 一ﾡに型送すクこてかてさみ -今○トラッフは日ﾡら 

者木をのみ承むへミ く こ ほ 京 獨 地に つい " と :・こ . みリ ** 

けろのてあみ.

○ 替沼②ﾡ作

本舌っ と :は協沼から土なと り去て 次の砕朔には番ﾡの土 

矢契新すみっく こ○同ﾡはおこらないべ 苗木 小前 床 で根【希 として 

そ/ててられろYさ は. 一収みﾡマの上っご作< けけナ ば 

けな.

C ﾡけ枚術

他 o ﾡ林理 よ り お/ けた ナるい 土埃 に. ※くオメクてう こと 

«みにすは. 地ヤﾡ地ﾡみい翌然希地 域く皇に 当m*ハ ろキ手 

深則はユーカ・協旅にc って もまた有効なの。 *字分ろ 

は陽た«季ホ し 内ﾡユ交てス～3年○商に 十分に大 くクろ く 

そのみろ②初ﾡに"与えみん○" <多くみこYかのそましい。 2 
- カ り不ウ台造林地そ兄みY次ろ こ とかレハク. 一つ は 成玄 り 不 病 

いなこ と、は 送 抹 地 全体 と L •くり 以 終 的 収 程。,現す ろし いう こ とく» 

り 他○-つは 神ﾡか多くしくﾡクとこクバチIく 的 a引lさ 

今りぬ xいうこ と てあみ. 地ヤあ地めマ翌銀ﾡ以めIみら み ・ 

リ 林。 囲 m 性. は 字、て し 「スの 雨 爲 v系の w. 疚・ / < 飛 ざ

Y し て は未/的ム"つ バ、. しかL 点 : 、 g 1’. 
入については多 く。 ことべ夕らくい々。 この地ちに お け ク ニ 

り林ら系件と して 文ﾡ地でみ湿 係、樽 o F ﾡかおク休 この 掃• •
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多キキシテす 乙 ②こか. こ今は着歳者木の功角ﾡ止ナみ。 

ピスタシア は木求限木て な々のて. 地ﾡ費はこによ りﾡ ロにすろ 

こてケ注系 卜み益てどたらすこと名しはしくろ» オルメニス 

はそべく て立すみ番りの良い二年生ﾡ本て /つ号* く地表シ 

カベーずる. 及になみとそにﾡ保してﾡ立し/ままみリ こっ/ 

ﾡけﾡ林ﾡ木は枚ほさてしまう。 そ○上 こ○マメ災っﾡ 

ぽともな2. かような場 /タィ4一 /アす年 Itユ- リ2地ﾡ不 

え全まま列灰に越付け/ヒ こみ明らかて失欧て /夕よ/年ては当 

初産 竹本訳 り を /けなみ得す ろてす会なかっ。そら上 こっﾡ 

・ ば /アタ〜 /7ア 年 てﾡ付け/ユーカリ YアL <っ、Iて I か 函 

して いなかった. おそくﾡえたユー 7 り) は※ガL 2fTIて4 +け /z
の な。 このﾡ突から 地ラみ林系はやと全にすろ上フになっ 

た. かか2 考 は表によ り生地生な会に除ますッ は じ め 4 
牛 を 伙用 した カヾ. トラクシーそ伏河すみようになってのら 4マか 

スピートアッ* 洲ﾡめィ2〜 cx にきすみに至っ. 返 

L c後て協木«ﾡ付け/ と こ ろ非高 " み ・ノリ ・テ し. x a/年 

て/ケ〜スァ ておよんて. ス年目はターグxに:くゅらし. 

ニ らみﾡ双ビ そっ後にﾡ< ゆ功 により ユ-カ リ み地 は炎"ムポ 

を茨たするようになっr. ﾡはﾡ条的手法く* 世我* 

おおう生②除去はﾡ粘土なら ～pow x少+な グpom ○ ・ <
ﾡすクことにより逢応てさ みるの。 エロ-ションろ限在す 

ろﾡ面くは. 畝 は 等高線 ぞい に 制 怒 イ れ々。 契用 ろﾡあの こ r 
が. 素林写べﾡ用すみ多は商なZPc ぐ4枚○的«つﾡくろ 

り. 偽ﾡ番は々白"耕起、クiは/ペー/クm. 快用すクト 

ラター はﾡ小み220 の引力な将っ こ ヒ か○そま っか. こ 

は中ﾡ及○ﾡさの土場← ケ2mの※*にすろ こ と②すためて 

ろろ。 このトラククーてタセ引かせ、 〜 る。<&ﾡ 円l / か、ナ 

こYかてき2。 ﾡ堀. 修型 休日 みﾡ入、, ﾡ平均L < 

ス2 日 問ﾡ物が可能 であみか 水は 毎月 平均 して," 以 ○次 T 
ﾡくあろう これらの 殺 パ単ﾡ て納くつてく 3組4o 作 

京班を 惻成して 耽 く と ミに率位リ ﾡ卑はﾡ大 し. 仕革っﾡ8向上 

わヒい?こと ﾡ験 上わかっくいろ。 このょうにすばﾡ料*ﾡ 

消油の記分をふにしﾡ叫しくすちこYなくミろ. ﾡ則Iしい神 . 

修音理は 及期向P り抵械異 範を限った ぬた 整本的な因多なり 

くカとか こはﾡ報そふみのつ表会にすろ. 菽 械新松 は,)、くな シ 

ユロをこス さにす み. たべY*/ﾡから株を取去ろ こ とは不 
ッッ *

マ欠なが こはﾡが再がその旅重動すっとミには埋運ﾡさて し 

まうので手て取らなけばならな。 こ○株除ま作条は メ。当り 

受2日へかる.。ﾡ株は承1た公に紀ﾡし そつ後に規如すみ. 受 - 

そのていて ﾡ表は/年っうけらろ. 系はみらためにﾡ枚べい 

rくﾡ来す ろからて. 州怒L た土地はﾡ"性 / 年問休ませ なけば 

ならない. 土ﾡ*おちつかせるめ。

計 ・

地ヤ 将性 気候 では ユー カ ) はるにﾡえ 春にﾡﾡな中耕Y係" 

そ方って一年生ﾡ本なのくさﾡ土統令さふせぐ。 作業係か長く. ﾡ 

商ニカ6意みに竹さﾡろ状色ては. こ○作業つた/てﾡﾡ的ﾡ備 .- 

は 不可避 の もの で おろ. そくﾡ付画は こらのﾡ色々まかす よ 

•ク忆 すみ。植付 9基糜的デザ'イン は. まづ. ﾡ本洲よしたに土地○上 

z 320 * 32om, ま は ,オク & x s。 m以メ上の規則正 しい分何 

*的な付冬すみこヒ く力み. 各々 の 割 付 ぐれた 郭 分は巾 ア〜7 M 
のな*のアビiくとりかこ ま. こは木材ﾡ女ﾡとなり防火係と 

もなろ. ユーカリﾡらﾡ付向所はタス*タ"てあみか. ﾡ付の前に 

机を 打 訳するな 嘤 すみ. こは三内ﾡにわけくなさみ.

森林象はコンパスを供用し ヌ〜へ○チ枕«置ﾡ、せ 

まう2クw平力は 4よo平力のプロッ トの円にさ /よn 
ﾡそってマークし こく/日当り&んがマーフてさみ. こゥコ 

ンパスは /ev2～ oow ﾡとﾡ契てミクるら < あみ.

この区画の内く. 契に小区画がな々/o"に引か ヌ〜 

«mごヒに小*なﾡぐマーフ ゼ み. チェン クロスヘッ トな俊用 

して/百cぷく②ﾡ者がよる。*マーフすろ
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3 ﾡ付富可てえ付ﾡそ. ラつっの目印をフけた /22今* 

チールケープルセタり. そにそってテく労務為ケ Jの～«マoっ 

長さと菱を目印○なcユく く達へとマ -す2. /ヘ/ﾡ</s 
に今ななマー7てきろ. ﾡ②れなユてとことは ﾡ*さﾡで4»、 

リビよ. ス«ﾡクとﾡ風くめらてみみしﾡくなろ。 ﾡ味へ 

旋. ﾡことは 杉ガ く中耕するめに本ﾡ的なことてあろ ゃ 

くは. トラククーﾡ翌すクとさに者なひきめハて しまう.

○ え 付

ﾡ発に永○終りか父みは tめ P系ﾡか 8 っY め型い時くあ». 

ﾡ々てた土地は 雨水を係持 し, 話 木はﾡ付 zガっとるよ いでに

之。 全に活老す クたろ!そは ﾡ木の系は し とつ フ た 土に おか
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〜//月く»み. セ.カ不材4系べ舟在すク場令には 土地な耕ﾡ 

Lてユーリ«地付けて めひミカ フ 8みて. このﾡ○世は殺ずタ 

恩ﾡしL合に行らみ細みししく . しばし は. 師さ ては 

スﾡ天 な 叙物 より 8ユーカリﾡのつ力公値べカク. 上述ゥー扱的 

找 カ ま呪"へ◇たﾡに係し て函ﾡ的に方えク 必 受はない○て

夕い 土級ら スよcx ミ耕マす こ と えすち 場令 るちゃ. し 

かしそみ土地ら地形は しばし ば, か、上うなﾡﾡ酷似した作条に

て 植 地まく運送 し 設
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○に+分< クに ・ 、 地地○土ﾡ は 清 潔に 依 つ

さて力ろ ミこヒは土塚う*ス 向. 砂丘 地てさなく立証さ 

れてい力 付後/にﾡすと生。塚すっため内戸いろ方決 
トンイ フメ ミンプ、

は 単 絕 て 険 ぐ Tメとラ う*リ 8 球ﾡ5枝やとったカネよ り 
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リ
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フい くﾡ付客及の 決 ぞこ 

卜収女にく 9ユー -
力 り ○な名泌地い地- 、モ 

地区欠各在すクこヒどテ:> 
西洋洋にﾡけたユー- 

②み女にムっ て 生理«きき

ニヤみ幼金芝く天氏ミ 

*テﾡ«すすめていそ う 

らたE - ゴンポセファ=一 

てつくる②でカり ホ. : -■ 

かみ とい うﾡ条から役って K 
この付名段なﾡ色ろ ・ -

○計画
大祝ﾡ池救 にﾡ用* ・ <• 二 

花条○場令には P 的 - そ 

分より% 内ﾡ型が す く ー . 

ーヒして. エカ形ﾡジ^三 

である た. 英際上. エ～ニ4 

こ Y, 殺城作 条○きﾡた ニ ー

○混ﾡ

ユーカリ«他○ﾡ理 = 

ユーシ-ランドては, こ 陰 •、 

いみし スペインマイシ- 

ンポセファラYビハレペン ン •■ 

あ ま り み卜ﾡ てなつて季こ= 

こに及しモロッコてに 予
輪伐期を然たりち/こュー" 

+リゅ 43合 ポ«行みとﾡ,-

は役に充し く下ﾡス- - 

かある ﾡ岸功丘に三

-今2及と ず料 は合在しな

*キ:キ ":よ<ゥY く
:う 二すこロ% 

グっr* う系件の中 < 

て水ア ・そ五せすィク

ノチス

テ つ

) /+。 本A P 
,M X グIにﾡえ 

スの現ﾡ株分に ・

4クm上 どひ 

現在まてのYころ

\い 土壌ら 

・

らす ユー 

み・»呼み 

そコッ コ大 

向4祭ﾡ 

aトリポリ

- み イ.翌会すみ. /に短 伐期

たた入不 規 則 な口l「z めっ

= こvさ. ん・ り お t オ泉 4 同
+) 慰 っ と うらか有へは円 ﾡ 

イ ハー版 ぐ みっく, ご I は救え" す い 

こどによる %のくある。

、今ﾡがと 受迫 すクこどハクク. 二 

- カリがラナアーなY混ﾡミ、 

くはピネアなY. モロッコ、はE 
なこﾡﾡ、ハ < いろ 但 ・ ー糸ては 

二 - カリ 染株 z 訳 す み A f に 步,4. 
ﾡ:そリシマアカシアみオえて /- 

>玲すクY ﾡﾡすクコーガリﾡ

、由 地 ﾡ2つこっ プカ : 7 っ ガ ・
良、、 フム 入を 伊、給•し < ル 係消/に プ 

ゴンポセファラみ下Iにアカシア ・ シア

ノヒラピアカ 

さかあろ. E 
αメスて 

越すカユーカ 

八 天 行 心火 て

シアシ

カマルト 

ミ

リ は<ス* 

ははるぬo
は翌っくいない。

コブスかえらて おガリ 

レンシスセアカジア そ 

いなYこカめ»み。 かく 

こにﾡ救同商zY る の

こ R ピ に 利! 

り シマとの混ﾡか 

してアカシア幺現 

て»ろ た z受

o, そク幼沢は未だ依ﾡ的に立ミクに

ユ-カリ 業

竹せみ如く せにおけクユーカリ迫救のタくは 木材生舎ぞ 

こまにして有め ハつなﾡ画に天行すと悔閥をW送す 2ためIそ訳立

Hて来ていろのた. 今日 経&清Y社会②飛及ははくあっく そ 

のop 点然 までに良耳月を冬すみ 木の 救« 8く クむ ことは木

タェ『-はマ甲にYって因んこYく力2. か、上 クな 長期 同み祝 

式くはﾡ木ヘナくに役iっことか去い. 示 このようる計乱に 

段日へなる にWベそ示す こヒかない. a国に入ミたユーカリ は 

そ○1後1ゅ弘ふり * 証明 しく 来た か. このまな成長はその及面 

・ 材か&クくuリ みﾡ。他下*せ々収ﾡそとさおこず尿因Yるは 

あ. そ○ため 糸は1ーカリ救に対しくﾡより必ﾡを期谷す 

とA向次あろ. 微は双良ﾡの 木材 さんえと司祀マﾡ緊をﾡ常す 、 

ろこtA< 消資方に対山 く払糸みRり型送にﾡぬ発マ2 木材 と 供

す。-YImるっていろ○。 上 理. 由から. 翌求ミて 

・ クメ系はy く 尚ず 低 ぬ地 条くカみ. ューカリは^Vﾡ問を裂ﾡし 

ﾡみ四 げ ﾡ p tしい空向を uスY さ:役く炎す クみて. ﾡﾡﾡ 

ダはこつ性ﾡにﾡしたﾡく»クYﾡッハくいと スペイ ン フラ 

シル そロッコ 南ア曲 ての他の*国の天ﾡ2よは, ユー 

り中ﾡ条か不※又 なﾡ系*示す こ ビにニ -カ り ○上大く係敷木) 

oで-コ - 力’)林 V 形 み すみ4のたハ その!ﾡ w 彼 不 ャい で

り取大みいメ"ペろ こ v e ない. 上木はないﾡuヤ/に ってﾡダ 

のゅ及z商客 し, 浦 風 生産物のぬ*減け、 材ﾡみ一性～そ こな
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うめっ。 こは係ウネみ力検に 

い。従来. 中た条か くらハくま 

ﾡﾡ条マ奇林ﾡﾡにY っ てィら 

よっ く フめめせかっく り今でな 

r:x ころくはメ上ろ型者よりﾡ 

yっっ»方 *バ-81-

のヌﾡについて ゆ性唄な表示う 々。

○ ﾡﾡ林花条

造 用 くれ み 伐期 は ユーカツ の走'頑,地. 市場のﾡﾡ施、
すろ必意物ら寸法2形などに常2体存す2。 っYの生ﾡ税※ 

て自様と*れろ材の系大径は通常 ﾡで〜スケ。 くあ々. この

大さ ミ は株/に %ﾡす2 .パルプガ生産み場令に は「ﾡ子突除に 

けな翌**ク性喚くファイハ-卜* セル D ー H今有 士. ダ 

○#4る2 )な &っパルの系*登"ﾡわ/り21ょレヌすク 

とな系る、 -殺中に・ ク な ら 技 向 岡ばフ"メ"ク グ " * 

グnEく. 特奈 Lて 子パ*ア"ハとク. ィザ はフーパ今ョ 
<マ均して 2. me"行す今つはみムめ合にほ「ていろ 

ﾡ証かな い Iに どかゆつあづ ォ ユ 6 っ 少 ザみ停 る こ<〔系 "

ダ収及 番か 絶 え ず ラッ し ・ yく/い ク - ・ ス<信ビッパごク. 

し»し. イントヒスペインカ々日 ンロ フル 入 り 旭 先旭 で は 二 も 

なu○向 ノ。 年似ッ く坂" イリ か/しでいらか未た に秘劳 は 

おY力えン見せ"い. ポルトカル®E フロフルス費みくは 

い 土姫 ラn*3" < ﾡ け/ ○/久次のよ? な 年ル 震 ・ 私方 < 

ﾡろことかてさみ。

オス曰○やﾡの ヒ さ は力/ ・ ; りそ均年収ス翌はﾡく 4ク・ 

*はチく②大はポくﾡずし 路 州 ② * 川 に は 前 え は ’ 久 认 

奇。 ,o年商にﾡせたﾡ長より%&をに ラ長 すみ. ャれ坟 彼の否就

年 作 栄 んヨバタ保が ネポパのxる

2 ﾡ井地つ.ヨ4ル年 ﾡ念作

/2 ナノ回ﾡ似 /2e /4
ス0 ャスロ ・ e /<

ラ2
4p

ャタロ > テ2 --/20 ～/4
* 4 t , 斤ク メ不

6期 モお ころ 生産 カの 低下 は ﾡ系ろ不えによう8ろがえら2. 
ゆ。く リハえ しに 基づく 亡 力 但 下 は 特別 の 用 究を 必 姿 と すろ. m 
ダ スえ なんおす/めにイ ベリャ 半島 く 哲 曲 と っ て い クラ法はXろ 

こときののく»2。
♦探商

前系ﾡ浜そ矢す/ためには ユー カ ) 自生せ係かめ挑ス物く 

クのへ伝統的手はくあろか スペイ ン*ポル トガル。 植 ﾡ 例 くは 

2すw～/"のやさ く徐な依クミ と欠ろみ。 これはE • ブロブルス 

の如さﾡくはのハ流 チと こ とか乏 し\からて. 地際て 

ゆ人は全くﾡ系しない。 た か 伐採 期 久 用 し、 と. 生し/刑すべﾡ考Iに 
よわく<は必おてハかかみ. 現なのここっくは. 絡 味 を つんな 森林 家 

たちは地上eス2のoY こみ、さるろ公よいとﾡって い々。

州 ﾡ

イ ヘリ ▼*あつWくは や保の許役に#ﾡすろ こYム的式さ*か 

んナクに役ユつとるいていろ. こは内#下に糸物な救場し 

た地う的慣老へら来たそ ので. かかろこYはオ り -• ブ弋 今松 忆 4お 

こなhn ゃ, 不況 則 な 地 中海 気 使 で は生○均ﾡさ村すとために 

内*材I承々六旋す2 こ とか当慣ヒなっ < い2の. 依係っ 

前年 に ユー カリ 列 同 を 軽く 浅く 中相 する こと はﾡ2ﾡ力*あたえ 

A 役 す、にﾡﾡを仮ナみ ミ とになめ. 中朝 は 同 振 にし てﾡす し 

た彼の 師 の 声.接 に も 好結果 を もたらし い吹ﾡさ<. あカス

インのみ林系はユェルグァ飛 てユーカ り み商すた業に対 しﾡW的な 

処理をあたえくいみか. こyはユ1ー カリの列向に毎年ス回ﾡい中耕 

«矢ぬし 〜〜<年こヒにﾡﾡﾡせしめク&のて. 伐採ぐれた犬. 

当り年千均 収僕 は的/グ〜ス2 w て g お よ ぶ。 かほどの収翌は資 

用を十分つくないう々ものてあとが 一ﾡにすすめらみﾡ業形 

ﾡではない. なせなら このょ うな短似期のく リかえ Lは土地生産 

*下せ しめみおそかあク。

ﾡ広のユエルヴプ系に似スペイ ンらみ系てはユーカ り救比か
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古くからすすめらくいろ. そこくあみ的土地行右は小五ﾡ。

- 60 -
、ろめに こら救地は一見したヒこみろ強ﾡにﾡえろ欠. かか2

択柄子花系そﾡをし くと. こ こ てはユーカ ・ﾡ救地に規則的な 

耕込とﾡして かれ木快用くさろ大も*zしたる ○な似坂

ューカ リ林外は氏出、兄た場みさにはﾡ田の系規因すど

ちっつをﾡ的"み長とづけ円 ◇ ご つ くはないく生ﾡ系と

均衛送イ

ク。 イス係はスこどに く りかえし, 依係ことに 全林分り ターら

ﾡ 合 IC は ハ よ フ な 次分 は 不表 くわ 々 )
オがとﾡ去すろ名 今 くカク. このゃ ・ カは土ﾡべ+分に形※てろ 

か、つﾡﾡLスバッフマチィ7をヘ各らy っ - ラての電4す» 

ユーカリ分くは一がにﾡす。よっに近すべさて»って イク 東 

か短いためにﾡ落な不えしたラ令には生 L/キーッ プ炎して会 

にはる:*ﾡぬ. 才ら敗チ価値ルﾡ下 したり A材のイ送か ス

均一になとおそかめみ. み地万 その地う 紫宏 はﾡす 八又

てﾡにオー 

神工せんY 
はるﾡア カ 

n あアフ 

ﾡ救地 o 下 

住取だカ、..

リ

トラ リフ’ 屋 アブガシア

て \ み

ア4の下

に WMと

の土弁き

こ 巩 ら

幺出

多くみ 林 条 氐 は

す み こ Y により こ

か生すみ持的☆次失と
この次ﾡ 神エ ヲ 之に翌すみ資甲々方 り 地中な地ﾡく

オーストラ 

ネさきみ 

ミす

り ア に 日生すスユーリ

しくﾡ/ 

下Yし

らsく

夕

か、

< は 地中ﾡ地ﾡホア フ リ

ロ

は 枕 しく Iて 治 究

られくいっ

くろ ユ
力

カシア

り Iに な

*科ﾡ物は土ﾡフ 厶 スな大せ し る効があ

ﾡしフみにない. このギャッ 

い。 めりギャックﾡ合か1大な

リ精発なき夕しく ﾡﾡえる 

ポルトガル②共系くは /2年ゆ期 

カ り前ジ林を会召的/に み雄 ;とこ

○ 高林作 条 く 霧林ﾡ 条 )

ﾡ済的理由から大属なユーカ

プ 客 ﾡ才 て フの2 こYは河ﾡでな 

つくあ々なら ば. 全面的に ユー 

へもハと フハ次せ はなゅら 

< "動"ﾡ く0=) ' ュー 

とか行 Iく弟クYﾡていみ.

り林、地がﾡY . てゅﾡ仕にゃ

ていク. こ 

タA* 
vか力け 

付けクY 
と ァカシ

っ 

ラノキ

巩 フ

よ

ア

ク こ とかろる。 系ﾡ契新能の土地か多いが十分な県験賀料なな 

い。 かような人 工ﾡﾡ ○成ﾡはJ2～ 40年 て 商然40 ox ○市ﾡ1 ま

の実ﾡ客みク

2注ﾡす と 

カそ上木ヒ 

ほ*Mてそみ

太がﾡ. こみ年くはまによく前すナみ。ﾡﾡ仕立み商 

林ﾡ 栄は, 少ケくとどﾡ分介的には央的採ﾡてみあろ»ﾡゆY2.」内

林したユーカリ分の特ﾡを見わどﾡ木 下沼ﾡ生 地ﾡ物ヘず
" い こと そ気づく。 スペイン*北アフリカ!4. か上ラなュ

小 株 分 が を 在し. 例てしてE カマルドレンシスなYYIは メ台リ 

ゆ立*数っクク～22本. 直直経〜ど～す2ow さ,の〜。 才

私/2して a 当 

地 将した土 地 /2 
オーストラリア 

めらてろ

リギ、イ20 一 72ク パ 、標な ど てんん

等同福に 精付けた め 

のマレー 川派 校 に 3
ユーカリ入くのュっ

クたが 下宿 禎文«抱 被 む そ 

かく ②如ロミユーカリ 自生 力、 忠

ていク土 地なす っか、リ おわっく

アカシア馬そ入しに

アカシア 局 と して A
シロン A.シアノフ

こ ろ は ど て 弘 認め られ

そ リ シ マ A
イ

ラ A シ

テ デ ル 

ロプス

バ

(てアカシアさ救した と

り強俊に飛ジす2 こと 

○用は○ぞま しい こ 

とﾡ行には困かあろ
こと か 必霊 くあっ 

しアカシアを下木 

目的を系しﾡぬま

アのﾡﾡﾡかユーカリ %宅 ナ

ろ て ユーカリ

フ
と す 

て/2

は林糸宏の

Yだべ. スペ

ユ

食 ミ

クう

な ろ

ーカリど

と

イ

め ビころ て ら

*P
アカ シ

地被な係合 す み

ポルトガル 

ア同②調 

ためI2ユー
たか. アカシアが及そ

力、 遥民Iz切らてアカシ

クから両極端存在すみ. 二 種 同 9
物的術をﾡ村 す ス Iに は みんぱんに 軽及 ○をく リかえすそ

そすク 

○かな 

し ょ ク

ユーカ ・) ﾡ林作業2岡 す と向似の針は未そ一ﾡ的な% 

v L て南アﾡて省ﾡに実行 ていみめ ○を例示

~ 30 年く殺ﾡ は E サリグナくろ々。

い 一 例

似期 は

林令 当本験 同向 膈

ア 42よ X 4
テ ,グイ X ←
// 7 X 7
/4z /。2 2 X
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ﾡ件 似株 ﾡﾡYﾡ化*/きは ユーリﾡ林しばし 

は&用: 紹ス e にゅとさくい々ハ こyはャ く ﾡ系"函係 

8n。 林袤 ﾡ行○ﾡ当:>、てすすソ2く っりみくば& -

らﾡお岡の資任はﾡにﾡとみみにんろのてはないの ・

○ 利狀燧 栽
工用産物な供ﾡすろほ0/2 ュー りはォー ス 7 リア で に 可 

の 他 り 回 的/て/快 用 せ ら/ ク. は •、 7 多材: 帯 イ 近 物 市地 方 に.

共 画し 得 を修 りた. みfに免&し々地ろ一派妹ハ3 常発*"/ 
遊力ては列状植 处. は. 大白 な社会的 何 值をたっ. コークリ町 が 

エチセンクー 公 即 送当. ﾡる ◆して物神/ろっ/2! 
ﾡ後マ四 Rが と し て 貴重な％ うな りな. ﾡ河くうﾡか?3引"?。 

り 出 キれ ゃメ天 な 過性 ・% 列取極効忆 供用 す 2 こ丫 ウの *iげ 

» 快 用、れ カユーカ りは次の始み件々/ヴレ考"々 ク. !

品風性
ﾡ用*y クユーカ りの程は+分にﾡ及のえ み 化9 でな"' .: 

なら. 即ち扱系りﾡせくく力ﾡかぬはり っよいりみハﾡ ?," " I 
4g。 上 Iz大～ 枚へ例 おちとこてはWらハにのるヨ しくな

人災に対う Pﾡ祝性 、 1
古いス化をつ回々の創市くは食用系条みウクﾡ° 畑 2 

はさけるへさにとセっ ことべをWさハくいみ。 コルト""引ゲ 
○同囲に才えたォレ ンチ食い 例 だ. ハイ ワェ 彳 * に 植”： り 

なそつ地み住氏そ参部すクこ ヒかあっ くはなら. fと 

か、のス々は. あるユーカ り ○材奪をなめすメンラ 
みくむこYなちまちﾡﾡすクど②/、 加と く 樹 虎 の ほ し趋 ・ 

○4A白パ»り 松収る剥吹し"すい.

上ご*ぬこX
E. プロ ブルスなとはみ年 か "2番の ダ: 内 力、航t上 、" "
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三 カマレドレンシス

この依に民ﾡこ「砲子 口ﾡ下Bせて紀ﾡ合もの と日さ* 

告い。ﾡ似の雇所ゃ交ﾡ2多くと含tのごあ4. (再日 

リュデイ スふよびEテレ ト コ ルニス。) 

E. ゲロ ルス

本建与コ ルシク島へ広く今布 しこ与リ 土ﾡ下ﾡしミﾡﾡc 
ある。 天ぶ民断そ可る。

E ウィミナリス

前立のも②と同いく ﾡ結果さ得ており ニLから日7ロブ 

ルスヤウィ ミ テリスのむっ=なく示用々」ち口Eるミろら. 

二きごこの 三ﾡ額は耐ﾡ的ごあって ﾡ土ﾡみ凹ﾡ甲- 

ていた。ﾡよ以撃令ﾡ子塁全体日 今後日ﾡﾡこな甲 ふ

うふろﾡろう。～ﾡﾡっと ユーカリロタくみﾡと 

生産事るその =。 さ2d新ら し ・,座ﾡグずﾡ用と し こ逸、さ

ているが そいと見ると /P$夕年日セルロス生ﾡ甲 

として 有室と旦 らUﾡ次の各権が救入さuて いろ。 Eけリアナ 

E.オプリカ Eアストリンゼンス Eホトリオイテス.こら . 

はﾡ足事こ成長を示したが グ・ロンルスやウイ ミナリスのﾡ 

長下Eお とる ゴ>=・ /タ ムク〜 / ブ 4 /年ヌ ヌ 用讨生産 里 彝 

類ゲﾡえ追入ご山ﾡゲ こらは次のとおり. Eレクナス 

Eグランテス. Eクラドァリス 三デヴェルシコロ-ルEシ 

デロキシロン E.コンホセファラ。 ﾡり 附加 い+う。 Eマ カ 

ルスリﾡ庁岩物の土地の 上ごﾡ い結果さﾡろもの とおもらい 

巨マイデ=イ旨ﾡﾡﾡの立くの ﾡの多いﾡ仙ﾡえ4。 

7$6年之月の異ﾡ依ﾡはどのﾡ版にも枚ﾡさめRえ 出上 

ゲ酒傷しﾡのてﾡえからワ許さハﾡ。 ﾡセっけこも 話ぶ日 

新らしく 調 を り る も 勿/ざ。近 氏 お一八ﾡごあってし成ﾡ名 に 

准に個々 のﾡ木さり 固体迫 が 見 ら れ る。こ れm 逆 庚 百 很 0 3 
ﾡ住と示す そ のごあ る。

はじめ巨 ﾡ台ﾡ日7*ごがごあっ尺。ん0当リ//グ0 
本産突5今。前役石三向ﾡ下引る二とは ﾡ成中尉三往 

横十文字下突泥り・ ﾡてあるど れ占ご日 百ホ 

と宿し こ ト ラ 7 ヲ -こぷぜしめる旨示不十分てあ 

っミ。 と二ご «7百同今ﾡﾡさミゲ 4*«7自岡てロ

通自気展 が 不十分 ご.,切って fa 当り 62sなとSる。 付本 

数左ふやミめに向こっめいららぬ。 そこご4 n*Z$o 
ﾡど保甲こ山 くんきリ/の00本) し旨らくﾡけら小ﾡゲ 

結段のと二ろ4xスﾡ(んの当り /之よ0本> びこっとし 

ﾡいとﾡ方さuる。 ことら ぼ中 砕がごきるし 早<シッペA 
して *:野目へら中ﾡ味ﾡが不リ零下&っ でくるのびﾡ待さ 

る。ﾡしﾡ百が2mとtきくSっこいるのて、 十文字に中排す 

そことが出系み きﾡ核がまヌるる ニこ巨下ﾡ〜マキの南ﾡど 

成有すろこと三ﾡ止るの巨。 以下のこ〜にﾡきするﾡがあや 

う。 きっﾡく平さ土ﾡ 等ﾡ陸ﾡ付三夫行ごミる立mは、 

コレシﾡ表師平野ご日緊例nことてある。 そこごは 非民地 

は帝 ﾡかハケか川波状山ごあっそ トラクタードっけミ中 

排残が十文字ド又してﾡﾡ。こととﾡさきいのてある。 二 

の但付回高日術的ﾡ出から孫用さいﾡしのてあって 収麦ﾡ 

の見からおさﾡしのごら与い。 そのﾡめ 下ﾡ 々のﾡ付ﾡ同 

C47メ47 /m*2$。 4mtXえ れ*m 2
メク ) 下個付けﾡN区画っさ 収スﾡた最がおこ&ゆI 
ﾡ時E内題お二るこヒもあろう. 経勲によビ 皆重下ﾡ 

付け尺ららﾡ神ﾡは無用ごあるとさとる。 ユエー7 り みき適手はは 

いっも夕0%以上ござあり ﾡ習は有ﾡごほい。ﾡﾡさI卜ﾡ太 

日 当初のみおくいち回ﾡする ことがてき 平. 辺年戻以系匠ﾡミ 

徳局二ろ物さるニとロ与い。ﾡﾡ団地の中ご昼 

付苗示が目立 ってﾡ失しﾡ合にのツ神ﾡは号なこいる。 *の 

時日回全体ついで じめからﾡ休たぐリﾡすことが至き 

ごある。 .

之 ﾡ付ﾡ度
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ア 才 イ おおbてい 氐 この 土 町の上に.

は 緑こ救 塔 1 るとどし て
耕井私

てﾡﾡ試験が欠行ろマ予定ごP り 平料日岳ﾡ性密辛ごめ。 

ﾡさ出末る同り ﾡ々0上ﾡにっミ 契 っﾡ分最ご天近ハﾡ 

むの とおもいいろが 二 のﾡのﾡ科が甲ﾡ下みらけい々さっ 

ビ 直付時のﾡﾡと-微Tる二とにおろう。 レかレ

そ っとも有効ごある とさロオ/ 回 伐 孫 の 依 ご あ る かも し 火 

そのヨﾡ佳存在Tん。収ﾡﾡにﾡ・て ﾡ府日回季不可天ド 

コルシ ウ 算 ご オ / 回C造 広な 沆 力 氏 ときへ 止アフリウ2生味 

ﾡ験Eもと しﾡのご マキの商ﾡ西生日白く旦ﾡらハて 

いe 2>て>の時のﾡ付の六新日 コーノリ上木に

つとめてごﾡ。 かよ ろﾡﾡ山将 し卜土出の 与かご その 80 
ca ○面忍下ついて 商有君日FFNﾡﾡﾡﾡﾡﾡした。ﾡ 

F下ューカ リゲロレスロ初年ﾡからすく尺ﾡ長三示 レ下 

こある。 から株向の中排がﾡ昼さム コーカりは秋雨と 

っけて正ﾡ成戻さつゝけてい っﾡ。 そのﾡﾡすゞきこと 

としてヒﾡ不のﾡがあらス。 信ﾡし同ﾡ (平不 欠因 根 

えから▽除した礼のなど) やﾡ青不良の苗日ﾡ然的下除云せ日 

ご&らない。息べﾡのもの ラセン状ドﾡﾡIﾡもの 受辰 

の乏し いもの々 ども囘橡 ごめお。 このよ うS臨木日ミびレいﾡ 

ﾡ下百n 、ﾡ失し こ しきうむの ド. ﾡ下当初の中除ﾡむ会っ 

に巨ムらめ。 *Iはﾡﾡ かっ何戻も実行可べきむのモ- ユ 

• 力 ・が最初ハ。 マキャﾡﾡの再信入下さ り うらさかこいるふ 

戒民の万<ハセとりもビT 下巨子額の貴用さ翌する.

貴 円

ﾡﾡ上卒々下当り ハりIロコレシカ島駅ﾡ平野町区ュー 

;り芝休武生 缶の屈ﾡでう示事る。 このうに口ﾡ己加える 

丈琴ゲある。 そ日この同用ドノァ*? 年～/ 740下限り 

*/ほﾡが科ﾡ件ちひ→とさっことCあって 担大ﾡ化 o 
ろ"おのごある- 有刊鉄下 なかこいは次牧帯て口不可 

ﾡのものてあっ て、 宮京的昼価信っウゲﾡﾡし次次入会がﾡ失 

しﾡ向区て日かこいの塚点与い。 しかしそのさっな区日林
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才4巨伐杯後ユーカ リ収ﾡ昼のﾡ退さとめモとさロ. * 

!巨当初のﾡ村口ﾡ尽けあっ下からい ﾡﾡの行ヶ不良てあっ 

岸からてあろ。 イ スパニャのユニルハロ戸て お杯みﾡ年とべ系 

の次年の向ニー り)示分のみ上と片起Tるグ そ日非幣下長 

ﾡ吉わﾡりﾡ影と得て いiる とiイメ H コ日へ てい る。Mxナ 

ニニロラーレﾡZてコーカ ・休分の耕老さ信自 してミたくﾡか使 

し新ﾡのﾡ果を是契す含。 ユー ・,旅分の試定日町阪計画とレて 

し缶ﾡある求負ごあち。 しととかゝろ上日 琴"ﾡ民のホ 

牧ごいﾡめらRマキて不モのごあ . ユーカリﾡ意日上ﾡ改 

民にるる。 かさし マユーノリ 三垣付ﾡ士ﾡ達も矢火し 

て 表面ゲフムスゃ直ﾡ性ﾡﾡにﾡむさららろ。 白沖ﾡアのあ 

る師分ごロユーリ こ2o ～>○年ﾡ付けﾡ後ﾡﾡ甲こTる 

ことしあ。 三ﾡ ユークリ圭休日ﾡでワしのの卜め「良いすみ 

かとﾡ失するもの ご 、シマコマシサ=パTごにﾡけいこいろ。 

二ら日不ﾡのﾡﾡの結ﾡとしてほと/ど琴とﾡし て いﾡしのて 

②っﾡ。コルシク島の広大圭休て 室号はコきﾡ口ﾡ益合ホ衣 

てある。 手矢 卓休ﾡ日事て長ﾡ自. 京色の通ﾡからと5さけ 

ら ハﾡ島らSかっ ﾡ。 羊の群口工ﾡ=かみか ﾡめ てﾡ化ェと 

し の ごある。 しハし 枚なの毛日羊ﾡﾡらの相希ﾡ下「らいそお 

こレ その力巨疑復ごこぬ。 三年後に日宇の詳ち尋入ﾡること 

許さいるのだが ユー カ ・ﾡ休ロ女を有「とってみ口保杯甲快 

上 六ミSﾡ手下相長ﾡい。点町科有出ての次牧の許号日同屋- 

あ◇. コルシク果師平野のユーカ りﾡ長何日ﾡ邦ご日不ﾡ生 

せさ みよ*歴し尺のとGって3ているが いか. る」』; 

探用ずるみに示だ突ﾡ終ﾡごあ急。 しかレか >ﾡダ験日そい自タ 

戸ワてな山ﾡﾡ野=示のてのF.M/ ナデ ユロ か III ”お 有位 ヽ 

/o。 ﾡ以上のユーカ ・ 旦箱で いs. 本数して約4の。 0行 

2 の 樹木 画 は 貫 恭 石 コ レ フショ ンー» 天定こ"下 号回 「 

・て※の符佐=を京74ﾡ刷ご必2. ュークリ 日ﾡﾡ用こ^得 

甲パレプの他 甲材/-ケ、卜、 タンニン・緊甲ﾡ 合料

-90-

ﾡ"ﾡ師のな弓ど左ﾡ矢てろことがごミろ。 示 文ﾡﾡ=っく 

リ)出こ>- ハ)ﾡ山らい分ﾡ三ひらく、こど 出末るの。 

わわいえほとして は き=*一rに送ﾡﾡに努力→さ=. 
^
・くハﾡ佐に肉し て注気可べきﾡ索と示事個体につ 

いてのみﾡうこみっめどニニ"のさしい。 *のﾡﾡとさ 形気. 

5E 不ﾡ占生ﾡ行件村7るﾡ性さどごあ急- もしもヨデ 

おきがマ示 毎考的ﾡ埼三 ﾡ ﾡ可 s といっこ こセみ とめ& るら 

F ・佐 吾ほ供グﾡ希と し て ﾡザぢ得港 っい てﾡして来ﾡと 

ころのしのとﾡの率とUか ゝるべきド。 コレンシカ票部平野 

のューカり芝休がビﾡべおっミ系ﾡのは一時的のものてあること 

セ希室し卜い。 在 多く のく々パ専た し こ いる この共し いﾡの 

経ﾡﾡﾡの 尺めに 二のﾡ回国る 掛木が六き8ﾡ歴ご侵立 っこと 

パ てさち もの とII 他 い でいる。
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るﾡﾡ三似的 «

テ・ 町ら近氏依下の

4ざミろまい。 ご ・ 

刷マる >とほ司能で

受 ・ 上の 戻・そ 

Seら. 耐寒生限ﾡ列 

ある。 E・ ゲン=-に

/ ど"C の

エ フランス村すユー7の専入 耐冬 佐ハ白盟

A回ﾡ師ふさび銅面ﾡの併茶ﾡはαゝ女 き応に」I ・、: 上 

後さらさいているのて 失いほ三可止丁4生め なﾡ会。 

ﾡ栽甲三るﾡﾡ配選することセ 号こている。 しか し 位中送☆に 

下自生Tる広天倒樹宛さ いほ斉ﾡ測もさしにぬむのぼ。 

りご•. ごの成戻もミりめてみざい。 ざ二=介回樹骨ごら。=-- 

リ曷左 戻 用 可 る ことゲヒリ あげ"タ。 二いミーL地中ﾡで岸ﾡ 

方の花六起休の中ご ユーク日成ﾡが早山 こいっ=の兵5:太 

して涙の岸。 久 しい前公らム回束ﾡ師日ューカリが存6し 

て おり 六師分が7ロ7ルスか々 マルド レ ン シスにﾡして立不で 

公認ﾡ下合っマ月 ﾡﾡ的に冬の意室さらけていゐ。 二oネ 

ﾡ写は翼ﾡらものてあるが何ﾡか示屋し. 等 困 し台ぬひのこ 

あ今。 クロアルス®クマルドレン シス尽非ﾡ下Sコに欧じ"マ。 

コーク りﾡ全の中てもﾡﾡ性は良く 8 t。 *こ→ユークリ &u 
次健ﾡ左と みげて ざのうらのいくっグ2保ﾡT2二こs ミ 

のさのしいﾡこ下らレ 尺。 国な伝休生金 (FFI) の防政校町 

卜より かっﾡ休目とゅ巨レて 休茶ﾡ品日ユークリの苗昼合 

。 うらごそ っとしﾡ等性のつよいひのさこり あけ、突ﾡするここ 

下8ったのごあ々。 こしらの密場日オーズトラリアwチスマ=ャ 

のへ麻もﾡﾡ山密地ﾡべ台生す る むの ごSYんビく知らいこ 

Sいの 戸。 / ア ダ ヘ/テ 4○年の向r の各畑よ2/ ヶ*r 
就稅旭 が’ 創 武 n 队 • s ク獲 禧ク ユー ルり 雷 «ネ寸 し にﾡ塚告べ所ﾡ 

た。 ラ>ド・ ☆ベスク 暴ピレネー ラングドック プロウ 

アンスがその試ﾡ地が存在事る ところごある. ﾡさ下っいてに展

しのしあり 二いら旦室ロフランス ン ア ル ジ 工

ﾡ位基戻耐え ﾡ 

リ ア で 成 長ど 早<.

かつ形冬 が 艮今 ごみる ことゲみ ごめら マ し

日いろいろﾡ奨産がみら、 の形
る。 二のグンニー

ﾡのヨ.ﾡ与. 耐

/ その位び 同じE ブンニーﾡ可る民ﾡであっこし突らろ 

もの巨。提在ごのこ二ろA国ご便甲さIミE・ ブンニーの極 

チロタスマ=ヤマや西政の公ﾡﾡみよび床分から ・ こらタスマニ 

▽原星の不からも与さﾡむのご、 芝のﾡ3べ灰家ﾡ所に 

っいこの正し い生ﾡ的何ﾡ 神にﾡ証"ﾡ佐マﾡに肉でる信祭こ 

知り得引かったのごある。 二ざ E・ ブ>ニー 下岳Tる品ﾡ左

ハど呉っﾡ&ﾡﾡとり さらE ・ シネ レア に/ 品ﾡと 

合計?っのロットセっくり こいらとにﾡ研ﾡ7々ことが 

有烈と判断た. このE・ ンネレアロA国雨師に遠し 合 

姿買 佐パ TくAいものとみら川で い「る。

E・ シネレアにﾡな予備試駅稼告 

突ﾡ日予ﾡ試ﾡの形六てナ ン シィ 下炭けらい下。 ¥さてら主と 

してる年冬の早仕気退と係し こ いと ・ 

a) 突ﾡの 目 的

この矢映の目的に?っのﾡ地ﾡﾡﾡくゲン=一が8座 シネ 

レアバ/砲) ホつで たの耐ﾡ性と仮に板ﾡてることrゐる。 

*山は 巨時に各呂ﾡの 形ﾡ学的持性 ﾡ し らべる も のご ある ゲ・ 

かい;がえ う ろ経対的展位量 郎さ ご天する 心タ ご’ ■ ー い 0 
ごある。

b ﾡ甲の 百怪

各ﾡﾡのﾡ子ﾡNﾡ く6oのx 4ootx20αゝ の中ﾡﾡ
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ﾡﾡ性と示すﾡ号 (昇缶添教)

Q) /夕40〜/?6/年冬
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お び"ﾡ垣体 の 得らろ

- 産ご藤や小長が白粉さ 
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くきの ﾡ体 左ふく む 口 ン

ﾡこお び て い) る□ッ 卜
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2り し仕いﾡ旨のﾡて ﾡす

妖京が 乙こ山Lﾡその ごはあるきい か。

. E シネレマの若茶は 台ﾡ と お ひ" る パ 保の紫のE
ゲ>=-リし価条ﾡ下と旨しい。 之 ご示し岸告静5 
タスマ=ャ産ケンニーﾡ下ついてのみ卓用ユハ合. 目し 

ベーベードハビクスマ=ヤマ産ユーカ りのうら次のﾡ旗 

下ついそもゲン=一と巨い 尿ゲみ らハんといろ。E 
ウルレニケラ ミ •ギゲ ンデ ア. E •和才 シフ ロラ. E 
サリシフロラ. E・コシフェラ。

4) こゝ Rﾡめら ﾡ役別尽非幣 若 U 国体、「
ドけﾡ保づ

るしのごあ っで べての 試ﾡの基ﾡと与る 伝区 すゴ

5いゲ 成太下っいミも巨ら受ﾡべ改立し 広ﾡに同 

しう い「のらら 二ことﾡ足さハるのだ。
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の°き良浜ﾡし 産出呂ﾡ占ちよびﾡ体向のま 

, 天町兄することは 不宅天宿年任ュー 力 ・ 登和の送抜だも ・

PTの。 そ5証々の施型 ﾡ天さのしいﾡﾡ辰よ連e
・民生匠型"ら鹿子三標平し>2こと=ほ定しそいる. ミﾡ日ﾡ

百示のうら下同ﾡ佳のつよいﾡ体三送ﾡて4ことかごさるご

8ろう。こ「隊ﾡ性と価体の 再さと。 同に垣点がめA とい うさ 

こ下 夕Fけ内 ・ &おこの口手のさかご台あきふ みa とょ 

う三二に朱の上に監ﾡ似「煙がなﾡT4ことにさ。てのご 案の 

=下ﾡにﾡ三ハいるにてこの戸を科失>t。= とが でき る。こ

卜I N " 『 田 だの 百 こ にもと っ' く 頃 僦 上 の 台なタ。 &と型話 L 

て与いけふい。

タ6yタR2 お べ バ ”ん儿 "4 cance のx戻 

本 一ﾡ京己けして こ入ざIに 'C 白粉■■■びる-

下つて 

の尿認は

チパピ&小は2ピotc-2o.cen_c& ごあ合。 このﾡﾡ仏和辞兵ご日 

(自 ガ 生ﾡ) 所ﾡと 戸ホグか々こYと和家こいそさり 二の尽 

"らきS"所練色"とぶ寸ゞさこ砂ろッ. 松天卒典<マ>ショ 

E, サ: ド 口タ&レク仪ル = P&.ccecd こめv 92aucoua &る美 卷 

一白•さ装 っ E と る うしか あること が 知ら U(る の で. こ、ごEa 
• 群奥ドよ ること、 しﾡ・ 左朱のュ-ク りごし新糸に台身さみの

1のかみり 宿をふいるとロク吹の物ﾡが相にっいて新束
• ロ無色&娶る事氏が'提められていなので’.30和訳&通旦とおも

E グ>=一の突ャ左契ﾡは知らSいのてあるい.

同保色"と択べきかも短山め。-尺 庭義 名 府記し そかく.
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